


心 の 糧

十二使徒評議員

リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ

聖典の価値について二，三申しあげたい。皆さんがこれまでに聖典をお読みにな

ったことがあるのか， それとも，ただ本棚に置いておられたのか，私にはわからな

いが，聖典はどんな意味を持っているのであろうか。

もレ聖典がなかったら，天父の愛や，神 と人との関係，そして私たちのために独
り子を与えて くださった神の愛について，私たちは何を知 ることができるであろう

か。神の独 り子が私たちに与えられたのは，御子に従 うことによって，神の御前に

戻 り，主が私たちに備えて くださったものについて何かを知ることができるためで

ある。聖典がなければ世の救い主の大いなる瞭いの犠牲について，何を知ることが

できるであろうか。救い主が私たちの罪のために十字架にかか られることを知って

いて，その犠牲が御子にとってどんな意味を持 っていたかを把握 し，救い主が私た

ちのために実際になさったことを理解する能力を持ちあわせていない。なぜ神はこ

の地球を創造 し，私たちはなぜ ここにおり， そして神は私 たちのたき６に何を計画 さ

れたかについて，何を知 ることができるであろうか。

私たちはどこから来たのか，なぜここにいるのか，どこへ行こうとしているのかど

のようにしてそこへ行 くのかを知 らなければ，私たちは舵 も帆 も，あるいは私たちを

導 くものが何 もない洋上の船のようなものである。私 たちは続 けて浮んでいるであ

ろうが決 して港に入 ることはないのである。そういうわけで聖典が必要なのである。
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１８２３年天使 モロナイが
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１９４５年 アイ ダホ神殿献堂 さる

今 月 の 表 紙

デ ビ ド０ ・マ ッケ イ大 管 長 （１８７３年

９月 ８日圭 まれ ） と エ マ ・レ イ ・リ ッ

グ ズ ・マ ッケ イ姉 妹 （１８７７年 ６月２３

日生 まれ ） は１９３１年 １月 ２日に結 婚

され ， ６７年 以 上 にわ た り円 満 に お互

い の幸 せ を気 づ か って お られ ま す 、

この美 しい写 真 は今 春 ３月 ， ソル ト

レー ク にて マ リ ッ ト ・ス ミス氏 に よ

り撮 影 され た もの で す 、

本 誌 は マ ッケ イ大 管 長 の 誕 生 日を 心

か ら お祝 い 申 しあ げ ま す。

ｄ
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〈予言者のことば〉

教会の青年の責任 と使命
大 管 長 デ ビ ド ０・ マ ッ ケ イ

「汝 らの束縛を解 きたる自由を守 りなさい 」 （教義と聖約８８’８６）

「そして真理は，あなたかたに自由を得させるてあろう」 （ヨハネ８’３２） ・

この 「真理」の根本的なものは，私たちに与えられた自由意志 望むように考え，行う権利一

である。 自由意志は，神か与えたもう祝福てあって，生命と同じくらい貴重なものである。自由意志

なくしては，進歩することも幸福になることもできない。

力強い巨人である人間

人か世界の最高峰であるエベ レス ト山を征服 したと発表された時，世界中の人々は非常に驚いた。

人はまた勇気と忍耐の一時期を画 して，自然を克服した実績をふやしたのてあった。ほとんど半世紀

にわたって，人はこの不可能と思える偉業を達成しようとしてきた。ついに力強い巨人のように，人

はこれまて征服されたことのないエベ レス ト山上に立ったのである。
も

エベレス ト山の頂上に立つことは，偉大な業績である。英国の女王は，これを達成した人にナイ ト
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覚 であ り，無限 なるもの との交わ りの 自覚 であ る。霊性 は人

に困難 を克服 させ， もっともっと力を得 させて くれ る。人 の

能力が啓発 され，真理が霊の中にひ ろが ってい るのを感 しる

のは最 も崇高 な経験 である。」 （１９５８年 ４月 ４日一般 大会説教

の抜葦）

＊ ＊ ＊

霊性。 自分 よ り高 い何 か。一 入の尊厳のため努力す るこ

と一 がマ ノケ ィ大管長 の私 たちの世代に対す る最 も大 きな

そ して最 もよ く繰 り返 され たメ ノセージで あ ります。

もう一 つは家 庭の神聖 さについて であ ります。１９５５年１０月

１１日マ ノケ ィ大管長 はブ リガム ・ヤング大学で．結婚の成功

「この原則は，結婚関係における幸福の基礎一 末日聖徒

の間で教えられ，実行されている標準一 を示 しているよう

に，私には思える。」

＊ ＊ ＊

同じ説教の中で大管長は克己の必要を，ユーモアを混 じえ

て強調 されました。彼は，料理のことで新 しい妻に不平をこ

ぼしている若い夫の話をされました。彼女 はがまんして聞い

ていた後，夫に言いました。

「「私は自分が料理の下手なのを 知っています。 あなたが

嫌がっている以上に私 も嫌なのです。 しか し， あなたは私か

そのことでただすわって不平を言っているのを見たことかあ

と家庭におけ る幸福 に資す る具体的 な要素 につ いて，彼の青

年時代の出来事を用 いて次 のよ うに話 され ま した。

「私は１０代 の頃
，仲 の良 い友達 と夏 の午後散歩 した ことを

覚えてい る。私 た ちは南 フォー クキ ャニ ヨンに通 じる細道を

歩いて昇 った。道 の両側 には野性 のバ ラが咲 いて いた通行人

のた め塵をかぶ っていたので，私 たちはバ ラをつ ま な か っ

た。私 た ちは直 ぐ丘 に着いた。 そ こに もバ ラがあったが， こ

れ らのバ ラは通行人 のために塵 をかぶ ることな く， ただ日光

と朝露 に触れ るだけであ った。私 たちは汚れ ていないバ ラを

つみ，バ ラを あけ るのに とて もふ さわ しい と思 え る女 の友達

にあげたので あった。」

りますか。」結婚 してからのこの ｒ不平」 は家庭を不愉快に

する。克己が舌を制することを学んでもらいたい。」

＊ ＊ ＊

それか らマノケイ大管長は，彼の特性を示すように，結婚

の中に発達させるべきもう一つの簡単な特性一 実行するの

に簡単であるが，神聖な特質である一 の重要性を強調され

ま した。

「私かあげるもう一つの ・幸福な結婚の一助となる要素

は思いや りである。求愛期間中は両方共相手の希望を喜んで

予期 し，作法にかなった範囲内でその希望に喜んで応えてい

る。あま りにも多 くの夫婦が，結婚の祭壇を求愛期間の終 り
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であると思っている。 しかし，む しろそれは永遠の求愛期間 ，

の始まりでなければならないのである。これは家庭における

おもいや りを意味 している。婚約期間に愛する人に払ったと

同 じ配慮を妻に対 して払い，新聞を開いて一言 も話 さな くて

も同じ配慮を夫に払 うのである。人生は退屈なものになるが

しかし この退屈は， 『もしよかったら」 とか 「あ りが と

う』とか 『ごめんなさい」という言葉が愛する人に喜ばれた

と同 じように，妻に対 して適切な言葉であり感謝 されるとい

うことを覚えさえすれば，打開されるのである。」

＊ ＊ ＊

もう一つの彼の大きな主題は， ソル トレークで行なわれた

復活祭のプログラムで話されたものです。音楽の間に，マッ

ケイ大管長は救い主の使命について，短い復活祭の話をされ

ま した。話の終 り近 くにきて大管長はこのように言われまし

た。 「私たちはイエスがキリス トであり，世の救い主である

と信 じて 〔彼は一時話をとめ，原稿から目を上げ大勢の聴衆

の目を見ま した〕，いや知っている。」

＊ ＊ ＊

１９５９年１０月の一般大会の公式の席で，彼はこの詳 とを別の

言葉で言われま した。

パウロはテモテにこう書いている。 「神のみまえと，生 き

ている者と死んだ者 とをさば くべ きキリス ト・イエスのみま

えで……おごそかに命 じる。御言葉を宣べ伝えなさい６」

（テモテ後 ４：１－ ２）

＊ ＊ ＊

どのような 「御言葉」であるか。それは 「イエス ・キ リス

トは死を滅ぼし，福音によっていのちと不死とを明 らかに示

されたのである。」（テモテ後 １：１０）

＊ ＊ ＊

……時代を通じて人はキリス トを異なった観点か ら見てき

た。暴徒のように悪意に満ちてキリス トを拒むあ る人 た ち

は，キ リス トと弟子たちを 「ヨーロッパ世界の力をひそかに

傷つけ，次第に弱 らせ，キリス ト教の道徳の制度をもた らし

た者」 と見なしている。他の人は経験から得たもっと明確な

洞察力をもって，キリス トを 『勤勉，正直，真実，純粋そ し

て親切の徳を促す制度，法律を支え自由を大切にする制度」

を始めた人 と見なしている。そして この制度は自由にとって

必須であり，人を一つの大きな兄弟愛の内に統一するもので

あるとしている。

「ある人々は彼を ｒ一人の完全な人物一 歴 史 上 無 比の

人」と見るが，彼の神性は否定する。数百万の人がキリス ト

を偉大な教師として受け入れるが，現代の社会の条件には適

用できないとしている。 〔そしてマッケイ大管長は個人的な
も

証をもって強調 し次のように加えられた〕真実のキ リス トを

受け入れでいる人の伺と少ないことであろうか。御父の独り

子であるイエスは，世のために十字架にかけられるために，

そして世の罪を負い，世を聖め，全ての不義から世を潔める

ためにこの世に来られたのである。」

＊ ＊ ’ ＊

そして最後にマッケィ大管長は，人の経験が，ろうそ くや

ランプから原子力と宇宙の神秘の領域にまで達 した彼の生涯

の間に得 られた幸福な生活をする秘訣を話 しておられます。

．ブリガム ・ヤング大学での話の中で大管長はこう言っておら

れます。

「私は心から……長年の経験か ら
，この人生における有益

なもの，楽 しみ，喜びそ して幸福のためになると知っている

ので，まず最初に神の王国を求あるようにとのキ リス トの勧

めに従 うよう，あなたがたに申し上げる。」

＊ ＊ ・ ＊

「……もしあなたがたが最高の成功をおさめたいなら
，ま

た人生の内で心に最大の満足を得たいなら，あなたがたの日

常の交際において，イエス ・キリス トの福音の理想を実践 し

なさい。私はこの言葉をかえることも，ためらうこともなく

申 しあげるものである。私はその結果が私の言った通 りにな

ることを知っている。」

＊ ＊ ＊

最後に一つの物語があります。

「……一人の狩猟監視官が
，深い森の中に入っていって二

本のひもが木に結ばれているのを見つけた。彼はどんな意味

があるのか知ろうとひもについて行 くことにした。やぶやお

おいかぶさる枝を縫って，彼はできる限 り進んで行 くと最後

に残ったひもの球を持った猟師に会った。そのひもは何の目

一的で使っているのかと尋ねると，猟師は答えた。 『私は人が

この森の中で道に迷ったと聞いていましたので，もし私が方

向感覚を失っても戻る道がわかるようにしておこうと思った

のです。」

私たちは皆いわば人間性という深い森の中を前進 している

のである。ある人は方向感覚を失って しまう。他の人々は賢

明にも案丙者を持っている。 （私はこれを錨 りと呼ぶ）ぞち

すると彼 らは道を踏みはずして，入間関係の迷路に当惑する

ことがあっても， もとの道に戻って くることができる。繰 り

返すと， このいかりはイエス ・キリス トの福音の理 想 で あ

る。幸福，安全そして入格はこのいかりを持っていることか

ら得 られるのである。」

「私たちがこのいかりに結びつけられるように，そ してす

ぐにも人間性の領域に出帆 し，神の王国のため奉仕 し，忠実

な働 きができるよう神が助けて下さるように，イエス ・キリ

ス・ト．の御名によって祈 り奉る。アーメン」

．母



そ の 本 を 焼 き な さ い
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またこの記録を受ける時，それが真実なものかどうかをキリス トの御名によって

永遠の父なる神に問え。もし誠心誠意でその上キ リス トを信 じながら問うならば，

神は聖霊の力によってこの記録が確なものであることをあなたたちに示 したもう

にちがいない （モロナイ割 ０章４～５節）

ド ン ・ ビ ン セ ン ト ・ デ ィ ・ フ ラ ン セ ス カ ・

私 は１８８８年 （明治２１年） ９月２３日シシ リー島パ レルモ県 の

グラ ッテ リとい う町 で， ジ ョセフ ・Ｄ ・フランセス カとマ リ

ァ ン ・Ｄ ・マ リア ・フラ ンセスカの間 に生 まれま した。 １８９２

年 ２月２２日に私 の母 は死 にま した。それで私は兄の アン トニ

ンと姉 妹のジ ョセフ ィンと，母の両親 のもとで住む ようにな

りま した。

私 は ７才 になって小学校 に通 い始 めま した。私の祖父 は私

が宗教上 の訓練 を受 けるよ う望んで，祖父 の従兄 ヴ ィンセ ン

ト・セ リオに教 えて貰 うよ う手筈を整えて くれま した。私 は

聖書 を読む ことに非常 に熟練 して いたので，１１才 にな る垣に

は，教 師は，私 が非常 に大 きな賜物 に恵まれてい るとよ く褒

めた もので した。

１９００年１１月 に私 は高校 の宗教科 に登録す ることを許 され，

１９０５年 まで宗教 につ いて学 びま した。一方 ニューヨーク市 に

移 民 していた兄 のア ン トニ ンがアメ リカに来 るよう誘 って き

ま した。 それで私 は１７才 の時 にナポ リを出帆 し１９０５年１０月１２

日にニ ュー ヨー クに着 きま した。 そこで私 は， ある新教の教

会のイ タリア支部 の牧師 を している私 の兄 の友人 ア リエル ・

デベ ロンに会 いま した。彼 は私を教師 と して雇 い会衆 に奉仕

す るよ うに しま した。彼 は私 が聖書を読む賜を与え られてい

ることに強 い印象 を受 け，私 にニ ュー ヨー ク市 にあるノ ７ク

ス単科大学 に学 ぶよ うす す め ま し た。私 は彼の忠告に従い

１９０９年 に宗教上 の単位 を取得 しま した。

私 は１９１０年 ２月 のある寒 い朝 に遡の ぼって私 の人生に起 き

たいろいろな事 を思 い返す時，神 が私 の存在 に心をかけて く

だ さっていたのだ とい うことを感 じず にはい られません。そ

の朝，牧師が病気で寝ており，信徒の問題で私 と話 したい重

要な事があるか ら，彼の家に来 るようにと，私は・ｆタリアの

礼拝堂の管理人から伝言を渡されま した。

私がブロー ドウェーを歩いていると，海からの強い風が私

に冷たく吹きつけてきたので，私は頭を下げ，顔を風からそ

むけていました。本のようなものが，ふたのあいた灰を入れ

る罐の上にあって，廃品集めの車に持っていって貰 うように

置いてあるのが見えたのはこの時で した。ページの形 と製本

の様子から宗教の本であると感 じま した。好奇心にかられて

私はその本を取 り上げ，罐の側面を軽 くたたいて本のページ

にかぶっている灰を落 しま した。その本は英語で書かれてい

ました。私はとびらの頁をさが しま したが，破れてありませ

んでした。

本を手に，立っていると，激 しい風にページがめ くれまし

た。そしてニーファイ，モーサヤ，アルマ，モロナイそして

イザヤ等の名前が一つ一つ私の目に入 りま した。寒い風がひ

どかったので，私は急いで汚れた本を新聞紙に包んで，歩 き

続けました。

牧師の家に着いて私は同僚のスカリロに少 しお見舞いの言

葉を言い，病気の間頼まれた礼拝の行事の勤めを引き受けま

した。私は自分のアパー・トへ帰る道すがら，手に持っている

本 と見かけた珍 らしい名前について考えていま した。 これら

の人は誰なのだろうか。・この予言者イザヤは誰だろうか。彼

は私が聖書で読んだことのあるイザヤなのだろうか，それと

も別のイザヤなのだろうか。

部屋に戻 って私は注意深 く破れたページを くって，イザヤ

６

Ｌ



の言葉の所にきました。私はそこを細心の注意を払 って読み

ました。 こんなに易 しくわかる言葉で，このような教義を教

えている教会の名前は，何というのであろうか。本の表紙 と

とびらのページはありませんで した。私は最初に開いたペー

ジに見証者の宣言を読んで彼 らの証の力に印象づけられまし

たが，書物の出所の手がか りは他に何 もありませんでした。

私はアパー トの下の薬局でアルコールと綿を少 し買って，

この汚れたページをきれいにし始めました。それから何時間

か私はその本の中に何が書いてあるか読みました。私はモロ

ナィ書１０章を読むと部屋の鍵をかけ，本を手に持ってひざま

づき，この本が神のものであるかどうか教えて下さるよう御

子イエス ・キリス トの名前によって永遠の父なる神にお願い

しました。私は祈 っていると，体が冷たくなっていくのを感

じました。すると私の動悸が強 く打ち始め，暖かな喜びの感

情が私に起 りました。私はあまりの喜びに満たされたので，

表現する言葉がないほどです。私はこの本の言葉が神か らの

ものである・ことを知 りました。

私は教会で礼拝の勤めを続けましたが，私の説教は，私が

この本から見つけた新 しい言葉を加味 していま した。会衆は

私の言葉に非常に興味を覚えたので，私の同僚の説教に満足

しないようになりました。そして会衆はなぜ ドン ・ヴィンセ

ントのような素晴 しい話をしないのかと同僚に尋ねま した。

これは私にとって，問題の始まりでした。私の同僚が説教を

している時，人々は礼拝堂を去って行き，私が説教壇に立つ

時は常にとどまりました。 この時，私の同僚は私に対 して怒

りました。

本当の不一致は１９１０年のクリスマスィブに始ま りました。

その夜，私は説教の中で私の持っている新 しい本に載 ってい

る通 り，イエス ・キリス トの誕生と使命について 話 しま し

た。私が話 し終 りますと，幾人かの同僚が少しも恥ずかしが

る様子 もなく，公然 と私の言ったことに反駁 してきました。

彼 らの主張の不合理さに私は気持を悪 くして，私はあからさ

まに彼 らに反抗 しま した。彼 らは私を非難 し，懲戒的な処分

が取 られるように，諮責委員会に引き渡 しま した。

私がこの委員会に出ますと，彼 らは慈愛深い忠告と思われ

るものを私に与えました。彼 らはその本を焼 くように勧めま

した。 この本は非常に多 くの問題を起 しているし，牧師たち

の調和を乱 しているから，悪魔のものであると言うのであり

ました。私は，彼 らが焼 くように頼んでいる書物は神の言葉

であると証をし，ただ数ページが失われているのでこの本を

出版 した教会の名前はわからないと返事 しま した。もしこの

本を焼 くとするなら，神を悲 しませることになると言いま し

た。私は神を怒 らせるくらいなら，む しろこの会衆から出て

行 った方がいいと思っていました。私がそ う言 うと，会議の

議長は，当委員会は後程 この件の決定をすると言 ６て，話 し

合いを閉じました。

私が再び会議に呼び出されたのはやっと１９１４年になってか

らでした。副監督は友好的な調子で，前回の審問における委

員会会員のきびしい言葉は私を憤慨させたかも知れない。 こ

のことは遣憾である。なぜなら彼 らは皆私を愛 しており，私

がこれまでいつ もあれ程惜 しみな く与えてきた貴重な援助に

心を留めていたからであると言いま した。 しか し，私に服従

二 完全で絶対的服従一 が規則であることを思い出させ，

私が偽 りを説き続けてきたため会員がこうむってきた苦 しみ

に終 りを告げるために私 はこの本を焼かねばならないと彼は

言いました。

それに対 して，私 はその本の言葉を否定することはできな

い し．，ま して焼 くことはできない。なぜならそのようなこと

をすれば私は神を怒 らせることになるからであると，答：えま

した。私はこの本が所属する教会が知 らされ，その教会に加

入できる日が来 るのを，喜んで待 ち望むと言いました。 これ

を聞いて副監督は叫びま した。「もう十分だ，十分だ。」彼は

そこで委員会の下 した決定を読み上げました。私はよき牧者

の教会の牧師の職を取 り上げられ，以前に私が受けていた全

ての権利，特権 も取 り上げられることになりました。

３週間後私は最：高教会会議に呼び出されました。私が以前

に言 った言葉を取 り消す機会を与えま したが，私は取 り消す

ことを拒み，教会会議は委員会の裁きを確認 しました。私は

このようにして完全にその教会の組織から断たれま した。

１９１４年１１月に私はイタリアの軍隊に召集され，ナポリの港

に送 られました。私はフランスで戦闘を見，そ こで第一次世

界大戦によって引き起 こされたあらゆる悲 しみ，苦 しみを経

験 しました。私はこの本から読んだ教えを覚えていたので，

私は隊の幾人かの男たちにアンモンの民の話一 彼 らが兄弟

たちの血を流すのを拒んで，そのような大きな罪を犯すより

も，武器を埋めてしまった次第を話 して聞かせま した。従軍

牧師が私のことを大佐に報告 したので，私は翌日大佐の事務

所まで護送 されました。大佐は，私が兵士に話 した物語を，

アルマ書２４章に記録された通 り話 して聞かせるよう，言いま

した。それからどうしてその本を持つようになったのか，ま

たどうして英語で書かれ，名前のわか らない教会の出版 した

書物を保有 しているのかと尋ねま した。私は罰として１０日間

パンと水をとってはならないと宣告され，その本のこともそ 一

の話 もしやべってはならないと命ぜ られま した。

戦争が終 って私はニューヨークに戻 り，そこで問題の一部

始終を知っているメソジス ト教会の牧師で，私の古い友人に

会いました。彼は私が不当な扱いを受けたと感 じていて，教

会会議の会員たちにとりなしを始めました。そ して私はつい

に，平会員 として会衆に認められることになりま した。 私

は，そのメソジス トの牧師がニュージーランドとオース トラ

リアへ伝道に行 くのに，ついて行って もよいことになりま し

た。 一

オース トラリアのシドニーで私たちは幾人かのイタリァか

らの移民に会いましたが，彼 らはカトリック教会出版の聖書

の翻訳に誤 りがないか質問してきました。彼 らは私の同僚の

答えに満足 しなかったので，同僚は彼 らに怒 りを覚 え ま し
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た。 それか ら彼 らは私 にその ことを尋 ねま した。私 はモルモ

ン経 に真理が あると知 っていま したか ら，再 びそ こに書 かれ

て いるあの地の民 にキ リス トが姿 を現 わ された話 を し， キ リ

ス トが こう言われた ことを話 しま した。 「そはすなわち， わ

れ は この群 にあ らざるほかの羊を有 つ。 われはかれ らも集 あ

来 らざるべ か らず。かれ らは必ずわが声を聞 きて知 るべ し。

されば， ただ一つの群 と一つ の牧者 とのみ あるに至 るべ しと

言 うことな り。」（皿ニーフ ァイ１５：１７）彼 らが どこか らその

よ うな教 えを知 ったのか と尋ね るので，私 は自分が見つけた

本 の ことを話 して聞 かせ ま した。その話は面白い・もので した

が，私 の同僚 に とって は非常 に不愉快 なもので した。彼 は再 ．

び教会 会議 に私 の ことを報告 し，彼 らの前 の判決 が 確 認 さ

れ，私 は教会 か ら永久 に断 たれま した。そ して その直後私は

イ タリアに帰 りま した。

１９３０年 ５月私 はある情報 を求 めて フ ランスの辞典 を見てい

ると，突然 「モルモ ン」 とい う項 目を見つ けま した。私 はそ

の項 を注意深 く読 んで， モル モ ン教会 が１８３０年 に設立 され，

との教 会がユ タ州 プ ロヴォに大学 を持 って いる ことを知 りま

した。私 はそのプ ロヴォにあ る大学 の学長 に手紙を書 き， こ

の本 と失われたページについて知 らせ てほ しい と頼 み ま し

た。 ２週 間後 に私 は返事 を受 け取 り，私 の手紙が末 日聖徒イ

エ ス ・キ リス ト教会 の大管長 に渡 され た こと， そ して大管長

はその本一 この本 は確 かにモル モ ン教会 に属す る もので し

た一 と失 われたページについて私 に知 らせ たいと言われ た

旨知 らされま した。

１９３０年 ６月 １６日ビーバー ・Ｊ ・グ ラン ト大管長 は私 の手紙

に答えて， ロレンゾ ・ス ノー大管長 が宣教師を して いた１８５２

年 にイ タ リア語 に翻訳 したモルモ ン経一冊 を，送 って くださ

いま した。 グラン ト大管 長は，ジ ョン ・Ａ ・ウイ ッツォー長

老が当教 会の ヨーロッパ伝道部 の部長 を していて，英国 リヴ

ァプールの本部 にい るか ら，彼 に頼 あば求 めに応 えて くれ る

だ ろうと知 臼せて くだ さいま した。 ２， ３日して ウイ ッツォ

ー長老 は リヴァプールか ら私宛 に手紙 を書 いて
，全版 とモル

モン経典 が世に もた らされた ことを記 した予言者 ジ ョセブ ・

セ ミスの物語 の小冊子 を，送 って くれ ま した。つ いに私 は，

ず っと昔神 の御手に導 かれてニ ュー ヨー ク市 の通 りで，罐の

上 に破 れた本を見つけて以来，始 まった物語 の残 りを知 ６た

ので した。

１９３２年 ６月 ５日ウィ ッツォー長老 は私 にバ プテスマを施す

ためナポ リに来 られま したが， シシ リー島 のフ ァシス ト党員

と反 ファシ界 ト党員 の間に戦争が起 り，パ レル モの警察 は私

が島を離 れ ることを許可 しませんで した。 この ように しそ私

は この時バプテスマを受 ける機会 を与 え られませんで した。

’｛：．翌年 ウイ
ッジ ォー長老 は， ジ ョセブ ・ス ミスの小冊子 をイ

判タサア語 に翻訳 し
， １，０００部 出版す るよ う，私 に依 頼 されま

した。私 ．は翻訳 文を印刷者 ジ ョセ ブ らグ ッシオに 渡 し ま す

β

と，彼 はセフ ァル管区の カ トリック司教 に原稿 を 渡 しま し

た。司教 は印刷者 にその原 稿を消 し去 るよ う命 じま した。私

はその印刷者を相手 どって訴訟を起 しま したが，私 が法廷 で

得 た ものと言え ば，彼 にその元の冊子を返すよ うに とい う命

令 がな され ただ けで， しか もその冊子 は既 に彼が穴倉 に投 げ

こんでいたので した。

１９３４年 にウイ ッツォー長老が伝道部長を解任 され ると，私

は後任 のジ ョセブ ・Ｆ ・メ リル長老 と文通を始めま した。 メ

リル長老 は私 の名前 を ミレニアル ・スターの郵送 リス トに載

せて くだ さったので，私 は１９４０年 に第二次世界大戦で郵送が

中止 され るまでそれを受 け取 って いま した。１９３７年 １月 メ リ

ル長老 の後任 リチ ャー ド・Ｒ ・ライマン長老 は，私 に手紙を

書 いて， ライマ ン長老 とヒュー ・Ｂ ・ブラウン長老が ある日

ローマに行 くか ら，私 はそ こで会 いバ プテスマを受 けること

がで きると知 らせて きま した。 その手紙 は戦争 の た め 遅 れ

て，間 に合いませんで した。

その時か ら１９４９年 まで，私 は教会 のニ ュースか ら全 く断 た

れま したが，忠実な信者 として生活 し，時満 ちたる神権時代

の福音を説 きま した。私 は標準聖典 を持 っていま したので，

何章かイ タ リア語 に翻訳 し知 っている人 に， このよ うな挨拶

をつ けて送 りま した。 「今 日は， 朝が明けます一 エホバが

語 りま’す 。」

１９４９年 ２月 １３日に私 は ソル トレー クの教会本部 にいるウイ

ッツォー長老 と文通を再 び始 めま した。 ウイ ッツォー長老 は

１９５０年１０月 ３日に私 の手紙 に返事 を・書いて，彼 がノル ウェー

にいたことを説 明 して きま した。私 は長 い手紙 を書 き，神 の

王国の律法 と誠 命を守 って，神 の忠実 な息子，．清 い僕で ある

ことを証明で きた と思 うか ら，早 くバプテスマを受 ける こと

がで きるように助けて くれ るよ う， ウィ ッツォｒ長老 にお願

い しま した。 ウイ ッツォー長老 は スイス伝道部 のサ ミュエル

Ｅ ・ブ リングハ ース ト伝道部長 に， シシリー島へ行 って私 に

バ プテスマを施 す ことがで きるか どうか尋 ねま した。１９５１年

１月１８日ブ リングハ ース ト伝道部長 は シシ リー島に着 き，私

はパ レルモ県のイ メレセでバプテスマを受 けま した。教会の

記 録に よると， 明 らかに これが シシリー島 で施 され た最初の

バ プテ スマで した。 それか ら１９５６年 ４月２８日私 はスイスのベ

ル ンに ある神殿 でエ ンダ ウメ ン トを受 けま した。

っいに私 は天 の御 父のみ前 に行 けるのです。私 はあれ ほど

昔 ニ ュー ヨー クで灰 の缶 の上 にあった，見知 らぬ本を得 たこ

とによ って，真 の教会 か さが し求 め， そ して さが し出 した結

果 ，私 は今，第二 の位 を保つ ことができた と感 じて います。

ド ン ・ヴ ィ ン セ ン ト ・デ ィ ・フ ラ ン セ ス カ長 老 は １９６６年 １１

月 １８日 イ タ リ ア ， ゲ ス タ ・グ ラ テ ン （パ レル モ ） で 亡 く な り

ま し た 。



サ イ ラ ス ・ダ ー リ ン

と

天使 モ ロナ イの像

灘

聾 懲

懸

、

簸

購
彊禽

姦

懸
灘

麺

総

ア ル バ ー ト ・Ｌ ・ゾ ベ ル ．Ｊｒ．

ソル トレー ク神殿の東側中央の尖塔に立つ天使 モロナイの

像 は， この末 日に回復 され た永遠の福音の黄金の真理を象徴

してい る。

この天使 の像 は，１８６３年１１月２２日プロボの南 ９．６キ ロにあ

る小 さな町ス プリング ビルで生 まれ たサイ ラス ・Ｅ ・ダー リ

ンの作 にな るものであ る。彼 は坑夫 トマス ・ダー リンの ８人

の子供 の ２番 目であ った。

スプ リンクビルのあた りには， パイ ウテ族， ユテ族 のイ ン

デ ィアンが無数にい た。秋 にな るとイ ンデ ィァンは山野 に 自

分 たちの住ま いを設営す ることを許 され， 冬には獣 の皮や獲

物 の肉を開拓者 に売 って生活 してい た。若いサイ ラスは家の

近 くの こつ こつ した山を好 んだ よ うに， これ らの隣人イ ンデ

ィァ ンを愛 した。彼 は学校 で使 って いたス レー ト （スレー ト

板 を ノー ト代 りに使 っていた。訳者注） に， その 日の授業を

書 くよ りも絵 を描 くことが しば しはあった。

彼 は長老派の牧師の学校 にいたが，その牧 師は彼 に美術 の

才能を伸ばす よっに勧めた，あ る時， レオナー ド師は， もっ
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と資金 が要 ることを知 らせ るたあ，老朽 な煉瓦作 りの学校 の

絵 を描 いて，東部へ送 らなければな らないこ とが あった。彼

はその絵 を描 くよ うにサィ ラスに頼 んだ。 そ して間 もな くそ

のよ うに事 が運 んだ。若 いダー リンは既 に本 当の画家で あっ

た。 自分 の作 品によってお金 を受 ける人 になって いたので あ

る。

１８７９年 の春，彼 はプ ロボで学校 に通 い美術 を学ぶ お金を稼

ぐため， ユ タ州 シルバー市 にある父 の鉱 山に働 き に 出 か け

た。彼 は最初 自分 と三人 の従業員 のために炊事を した。次 い

で彼 は，鉱石 を選 り分 け，一輪手押 し車 に乗 せ，立坑 まで運

んでふ るいにかけ る仕 事を得 た。 それは荒 っぽい環境 の中 の

激 しい仕 事であ った。彼 はそ こで約 ６ケ月 間働 いた。

その 日坑夫 が柔 らか く白いそ して 白亜質 の粘土 にぶつ かっ

た。 ダー リンは，製作意欲 にか られ て，道具 を問 に合 わせ で

作 り，二 つの実物大 の頭像 を こねあげた。彼 は家 で粘土を使

って実験 した ことがあ るし， またジ ャックナイフを使 って木

に彫 刻 したことも， スケ ッチを した こともあ ると言 った。粘

土の モデルは彼 の絵 と一緒 に１８７９年 １０月 ソル トレー ク市 の展

覧会 に送 られ た。

翌春 シルバ ー市 ，Ｃ．Ｈ．ブ ランチ ャー ドは， ダー リンの

才能 に非常に感 心 して， ソル トレー クシテ ィの金持 ちの鉱業

家 ジェ・ｆコブ ・ローレンスと相談 した。 そ してダー リンをボ

ス トンの彫刻家 トルーマ ン ・Ｈ ・バー トレッ トの彫刻室 に送

るための資金を二人で都合 した。 バー トレッ ト氏 は この青年

について１８８０年 ６月 １２日， デゼ レ ト・ニ ュー ス宛 に手紙 を書

いてい る。その一部に こう言 ってい る。 「彼 の父親 は資産家

で はあ りませんか ら， 息子 の費用 を長 く支え られ るとは思 え

ません。 この少年の授 業料 はただですか ら， 彼が要 るのは食

費代 と衣服 代だけです。 この少年 は彫刻 の素晴 しい才能 を持

っていますか ら， もしよい教育 を受 ければ， 自分 自身 に』も彼

に関心を持つ者に も栄誉 を もた らすで しょう。」

何人かの人が ダー リンの才能 を伸 ばす ことに関心 を持 って

いた。そ して彼の進 歩 は流 星のよ うに 目覚 しかった。１８８４年

２月 に彼 はソル トレー クシテ ィに彫刻室 を開 くと発 表 し た

が， ６月 の終 りには東部へ 勉強 に行 った と伝 え られた。 そ し

て その年の１２月彼はパ リへ行 こうとしてい るとの知 らせ があ

った。

彼 は１８９１年 ６月 １６日マサチ ューセ ッツ州 ロックスベ リーの

ヴ ィッ トリア ・コロナ ・ミュー レー と結婚す る と，す ぐにソ

ル トレークに戻 り， そ こで１８９４年 の冬まで仕事 を した。 この

実 り多い期間 に， 彼は ブ リガム ・ヤ ング記念碑 を彫刻 した。

この記念碑は開拓者が ソル トレーク盆地 に着 いてか ら，５０週

年記念の 日に除幕 式が行 われた。彼 はまた大管長会員 の胸像

も彫 った。

管理監 督の ウ ィリアム ・Ｂ ・プ レス トン，第二副監督 のジ

ョン ・Ｒ ・ウ ィンダー，神殿設計者 Ｄ ・Ｃ ・ヤ ングはダー リ

ン氏 と共 に， １８９１年 ７月２１日大管長会 と会 い， 当時 ソル トレ

ーク神殿 の塔 の先端 に被せ られた石 の球 の上 にお く尖塔 の絵
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（上）開拓者の母の記念碑

（下）自分の胴像を背にしたダーリン翁

を提 出 した。彼 らはダー リンの描 いた，天使が ラッパを吹い

てい る絵 を持 っていた。

１ケ月 もたたない ８月１９日に，神殿 の塔完成 の設 計は大管

長 会に承認 された。設計者 は東中央 の尖塔 の上 に置 く天 使の

像製作 にどれ くらい費用 がかかるか， ダー リン氏 と相談す る

よ うに言 われた。

オハイオ州 サ レムにある彫刻業者Ｗ ・Ｈ ・ミュー リン社 は

模型 か ら 「２４打 ちの銅」 で３７９ｃｍの像 を作 った。 この会社 は

今 も ミュー リンス製造株式会社 と して仕事を続 けてい るが，
ヒ

１８９０年代 の記録 は もう残 って いない。 また この会社 もケ ネコ

ッ ト銅株式会社， それにその子会社 チェイ ス ・ブラス ・アン

ドコッパー社 も 「２４打 ちの銅」が何を意味 す るかよ くはわか

っていない。 あ る冶金学者 は， １平方 フ ィー ト２４オ ンス （１

平方ｃｍＯ．７３ｇ） の ことか も知れ ないと言 ってい る。 これが正

しい とする と銅 の厚 みは約０．０８１ｃｍにな る。 像 を作 るのに比

較的薄 い規格 の銅 が使われ たのか も知れない。

１８９２年 ４月 ６日水曜 日およそ ４万人の人がテ ンプル ・スク

ェアに， そ して数千 の人 々が付近 の通 りに， よ く見え る場所

に集 まって金箔 をかぶせ た天使の像がすえつけ られ るのを見

た。 その日の一般大会で会員 たちは， ソル トレーク神殿 を完

成 し， １年後 の１８９３年 ４月 ６日に献堂で きるよ う，仕事 につ

く決心 を した。

ある人 は 「天使が ラッパを吹いてい る動作」 とい う説 明が



テンプルスクエアにあった頃の 「ブリガムヤ

ング記念碑」現在はソル トレーク市内にある

よ くわか らなか った。 この設置 を報 ず るデゼ レ ト・ニ ュース

の説 明で はモロナィ と呼ばれている。何年 も後，ダー リン氏 は

１９３８年 ７月３０日付 で 「親愛 なる ヤング殿」宛 に手紙を書いて

い る。 （残念 なが らこのヤ ング氏 は誰で あるかわか らない。

これは７０人最高評議員会 の リー ヴァイ ・エ ドガー ・ヤングで

あったか も知 れない し，設計者 の ドン ・カル．ロス ・１ヤ ングで

あったか も知れ ない） この手紙 はこのよ うに書いてあ る。

「ソル トレーク神殿 の頂上 にお く像 を作
った時， 「私 が何

を考 えて いたか」 との ご質問に答 えて。 モルモ ンの天使 「モ

ロナイ」 の像を作 るとい う委任 を，私 のできる限 り立派 に遂

行 しようとい う以外 に，何 の考 え もなかったと しか お答 えで

きません。」

「他 の ことは何 も知 りませ ん
」

サイ ラス ・ダー リン

確 かにダー リン氏 は偉大な彫刻家になってい ったのであっ

た。１８９６年 １月彼 は国会図書 館の仕事 を していた と記 されて

いる。彼 の開拓者記念碑 の除幕式が１８９７年 ７月 テ ンプル ・ス

クェアで行 なわれ た時， 彼は喜びの挨 拶の電報 を打 った。 こ

の記念碑が ソル トレーク市 の現在 の仕置 に移 され た。１９００年

の開拓記念 日の式典 において，彼 は話 を した １人 であった。

彼は成 人 にな ってか ら殆 ん どボス トンで過 したが， しば し

ば 「故 郷」であ るユ タへ来 た。１９２０年代 にソル トレークを訪

れ た時，彼 はテ ンプル ・ス クエアに立 ち寄 った。そ こで彼 は

当時テ ンプル ・スクェア伝道部 の伝道部長を してい た７０人最

高評議 員会 会長 リー ヴァィ ・エ ドガー ・ヤ ングか らの挨 拶を

受 けた。 この ２人 の旧友 は一緒 に，世界的 に有名な ダー リン

氏 の像 について，彼 の作品で ある歴 史的な人物 について， ま

た権威 と威厳 を もって，感動的 に彫 られ たアメ リカイ ンデ ィ

ア ンの肖像 について語 り合 った。 ジ ョン ・１ ・マ ックレラン

のオルガ ンリサイタルを鑑賞 した後， 彼 らはか もめの記 念碑

を囲むふち石 にす わって，神殿の尖塔 の上 に立つ黄 金の像 を

ながめていた。

ダー リン氏 は こう言 った。「「天使 モロナイ』 は，私 の作 品

の うちで一番神 に近 づけて くれ ると思 います。 天よ りの使い

と交通す る ことが， どん なことかわか った ような気 が しま し

た。」そ して彼は こうつけ加えた。「私 たちは人生 において，

私 たちのあ るが まま，そ して私た ちが考え ること しか創 り出

す ことはで きないのです 。」

１９３２年 ７月２４日彼 はユタ州 スプ リングビルで， 自分の作 で

ある開拓者記念碑の除幕式に，話 し手 と して出席 していた。

そ こで彼 は母 につ いて こ う言 った。 「母には苦難 はあ りませ

んで した。何故 な ら母に は家族 があ り，愛 が家 庭の中に溢れ

て いたか らです 。」

１９３４年 ６月ユ タに再 び戻 る旅 で， ダー リンは，飛行機 によ

る２２時間の旅 と，彼 の両親 が１８５０年代 の初期 に ３ケ月かか っ

て大平原 を横切 った旅 とを比較 した。

彼 は述懐 した。 「私 の技術 は美 を愛 した母 ジェーン ・ヘイ

マー ・ダー リンに負 って います。私が子供の頃， 母は粘土 で

いろいろな ものを作 り．窯で焼 きま した。 これは継承 された

ものです。私 は子供 の頃か ら美術が好 きで， スケ ッチや型 を

作 ることを始めま した。そ して母は父 トマス ・ダー リンと一

緒 になって あ らゆ る点で励ま して くれま した。」

勿論彼の職 業 としての生 活の中には，何年 もの挫折 があっ

た。１８８４年彼はボス トンで，学生 の時， ポール ・レビアの馬

上の像を，焼 き石膏で作 った。彼は成 功間違 いな しと信 じて，

ソル トレー クシテ ィの彼 の彫刻室を訪れ る人 々にその像の こ

とを話 した。記録 による と 「１８８４年以降， ダー リンは市施 政

者 が変 る毎 にボス トン市庁へ毎年 自分 に像を彫 らせ るよ う訴

えた。」

それか ら５５年後の１９４０年 １月初 めに， モー リス ・１・トビ

ン市長 は． ジ ョージ ・ロバ ー ト・ホ ワイ ト基金 の理事長 と し

て， この７８歳 の彫刻家 に，彼 が約 ８，０００万 円の契約 で， ポー

ル ・レビァの像 を青銅 で作 るよ う許可 され た旨知 らせ た。 こ

の像 は レビァの有名 な乗馬 が始ま った場所に近 い， ポ ール ・

レビァ散歩道 に置 かれ た。

ユ タ生れで最高 のアメ リカの彫刻家サイ ラス ・エ ドゥィー

ン ・ダー リンは，８３歳 の誕生 日の ８日前， １９４４年 １１月１４日マ

サチ ューセ ッツ州 アー リン トの 自宅 で死 んだ。彼 は未亡人 と

一人 の息子を残 して逝 った
。彼 の もう一人 の息子 は第 １次大

戦の時， フランスの戦 闘で死 んでい る。
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教会の広 く分散 している各地域から次のような反響があった。 「教会幹部が神殿をユタ州プロボ

とオグデンに建設する計画を立てていることを聞いて私は喜んでいます。少 くとも二つの神殿が建

設 され献堂 される間，世の終 りが来るまで，数年間の猶予が与えられているのですから。」

確かに時は知 らされていないがイエス ・キリス トの再臨と共に地球が揺れ動 き，各要素が緩み大

きな都市や陸が破壊されることを頂点として，地の住民は前途に困難な時期を迎えるのである。 し

最 も よ く 守 ら れ て い る 世 界 の 秘 密
へ１

か し信仰深 い者 に とっで， それ は終 りとはな らない。

彼 らは， キ リス トが自 ら統治 され る福千年 に生 活す る。彼 らは復活 した人々 と生活 し，意見 を交

換 す る。 サタ ンと彼 の力 が縛 られて いて，彼 らは結婚 し，子供 を育 て，神殿 やその他 の所 で主 の業

のために働 き，彼 らの機会 は何 と輝 か しい ものになることだ ろうか。

ウィル フォー ド・ウ ッ ドラフ長老 （後 に大管長 にな られた）は１８７７年 ９月１６日ソル トレー クタバ

ナ クルで こう言 った。

「救 い主 が来 られ る と千年 の期 間が救 いの業 に捧 げ られます。 そ して神殿 が この ヨセマの地一

南北 ア メリカー 全地 に， そ して ヨーｐ ッパやその他の地域 に建 て られ るで しょう。 そ して救 い主

が 「全ては終 りま した』 と言 って，王 国を父 なる神 にお返 しされ るまでに， 肉体 にあって福音を受

け入れていないセ ム，』ハ ム， ヤペテの全て の子孫 は，神の神殿で救 いの儀式 に与 らなけれ ばな りま

せん 。」 （説 教集 １９巻 Ｐ。２３０）

神殿 は 「私 たちの死者 を救 うとい う明 らかな目的 のために，仕 事が要求 す る量 に応 じてそれ だけ

速 く」建て られ ると， ブリガ ム ・ヤ ング大管長 は言 った。（説教集 ２巻 Ｐ．１３８）彼 はまた数百，数

千 と神殿が建て られ ることを約束 した。 （説教集１０巻 Ｐ．２５４及 び ３巻 Ｐ．３７２参照）

大管長会の第二副管長であ ったチ ャールズ ・Ｗ ・ペ ンローズは，１９１８年 ４月 ５日の総 大会 で次 の

ように言 った。 「…… しか し輝 か しい福千年 の日が完全 に始ま ると， 大陸の北 か ら南へ のび るこの

偉大な シオ ンの地 （ア メリカ） の ここか しこに，神殿が建て られ るで しょう。 そ して死者 のための

仕事が続 け られ， シオ ン山の救 い手 たちが私 た、ちの子孫がふ えるで しょう。」 （大会報 告１９１８年 ４月

Ｐ．１６）

教会の大管長 ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス ミスは，神殿 が 「ヨーロ ッパに点在」す るで あろうと言 った。

（「星」１９０６年 Ｐ．３３２） スイス神殿 は ヨー ロッパに幾つ か建 て られ る神殿 の第一番 目の神殿 に過 ぎ

ない と， デビ ドＯ ・マ ッケイ大 管長 は言 われた。 （デぜ レ ト・ニ ュース １９５３年 ４月 ３日 Ｐ．Ａ１，

Ａ９）

福千年 は救い主 の降臨 と共 に始ま る。再 降臨 の実際 の時期 は， この宇宙で最 もよ く守 られてい る

秘密で ある。天の使い も知 らない。 しか し予言的 な徴 しは聖典 に記録 されてい る。そ して善男善女

はそのことを学び熟考 してい るので ある。

当教会 の会員が今 日なす仕 事はよ く定義 されている。 すなわち，バ プテスマと他 の場所でな した

誓約 に，毎週聖餐 に与 ることに よって新たに し，それ に添 って生 活す ることであ る。 ワー ド部，ステ

ーキ部，伝道部，支部で忠実に働 きな さい。家族 を義 しく守 り育 てなさい。系図の探求 と神殿に入

る ことによって 「シオン山の救い手」 とな りな さい。未来 の ことにつ いて不必要 な心を悩ませては

な らない。 アル マの言葉 によれ ば， この生 涯は 「神 に逢 う用意 をす る時期」 である。 （アル マ１２＝

２４） そ して もう １人の モル モン経の予言者は，次のよ うに言 っている。 「ご らん，私が これ らの こ

とを言 うのはお前 たちに知識を与え るためで あって，またお前 たちが同胞 のために務 めるの は，た

だお前 たちの神 のために務 めるので ある ことを悟 らせ るためであ る。」 （モーサヤ ２ ：１７）
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管理監督会のページ

若 い 人 々 へ

祈 り に つ い て

管理 監 督 ジ ョ ン Ｈ． バ ン デ ン バ ＿ グ

若い男女が日常生活でいろいろなチャレンジに会って主の助けを求めるのは，本当に成長したこ

とを示す徴です。主から助けを受け，導かれなかったら努力 しても空 しいということを，数多 くの

偉人が悟っています。ベンジヤ ミン ・フランクリンは，憲法制定会議の参加者に祈 りをその議事に

盛 り込むよう強 く勧めて，こう言いました。 「皆さん，私はもう年をとりました。 しかし年をとれ

ばとる程，私はこの真理一 神は人のできごとを治めたもうことを増々強 く確信するようになりま

した。それで私は，今後この会議で毎朝仕事に移 る前に，私たちの審議の上に天の助けと祝福をお

願いする祈 りを捧げるよう，動議を提出させていただきます。」

映画監督のセシル ・Ｂ ・デ ミルは祈りについてこう言っています。 「私は祈 りなくしては一日も

生活できません。祈 りはこの世で一番大きな力を持っています。」

ヨブは人生で最も苛酷な試練に会ったと聖典は伝えています。彼は富，家族，健康，それに友を

失いました。それでも彼は神に対する揺るぎない信仰を堅持 しました。 ヨブの言葉から多 くの偉大

な霊的洞察力が得 られます。ヨブが同時代の人々について言っていることは，今 日の私たちの社会

の多 くの人々の状態を描写 しています。彼の言葉はこうです。 「その日をさいわいに過ごし，安 ら

かに陰府にくだる。彼 らは神に言う，われわれを離れよ，われわれはあなたの道を知ることを好ま

ない。全能者は何者なので，われわれはこれに仕えねばならないのか。われわれはこれに祈っても

なんの益があるか」と。（ヨブ２１：１３～１５）

私たちの大いなる富，医学の進歩，私たちを取 り巻 く楽 しみがあるたあ，ある者は天の父なる神

に常に祈る必要のあることを無視 しているかも知れません。今 日多 くの人がヨブの友人と同じこと

を言っているようです。 「われわれはこれに祈っても，なんの益があるか＆

人は皆人生を築いていこうとする時，祈 りの重要性を悟ることが是非共必要なのです。なぜなら

真実 「主が家を建てられるのでなければ，建てる者の勤労はむなしい，……」 （詩１２７：１）からで

す。

祈 りは私たちの生活に強力な力をもたらす ことができます。 しかしどのように祈れば祈 りを効力

あるものにできるか学ばねばなりません。子供の時私たちの祈 りは，知っている言葉の単なる繰 り

返 しであったかも知れません。大きくなれば，私たちはもっと深 く，もっと大きな意義を感 じて祈

りを考ろます・

まず祈りは神 と話すことであるということを理解 しなければなりません。 この祈 りの機会には真

剣に，十分な意図をもって臨まなければなりません。なぜなら私 たちの祈りが聞きとげられるため
も

には；私 たちは完全な信仰 と謙遜な態度をもって天の父なる神に近づ くことが大切だからです。神

１３
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が私たちの努力を補って くださるよう，私 たちは神の御前に

神に対す る信頼 と私たちの限界を告白しなければ な りま せ

ん。

私たちは謙遜に信仰をもって天の父なる神に近づ く時，ど

のような助けを神に願ってよいか知っていなければなりませ

ん。ア ミュレクはモルモン経の中で，私たちは生活のあらゆ

る領域で助けを求めて祈るべきであると言 っています。彼は

次のように勧めています。 「神は人を救 う大能を具えたもう

か ら，神に憐みを求めよ。へ りくだってたえず神に祈れ。
　
トユ リ

牧場に居る時はあなたたちの家畜の群について神に祈れ。

家に居る時はあなたたちの家族全体について朝 も昼 も神に

祈れ。

あなたたちの敵の力を防ぐことができるように神に祈れ。

一切の義しいことに敵対する悪魔を防ぐことができるように

神に祈れ。あなたたちの田畑の収獲が豊であるよう，その作

物 について神に祈れ。牧場にあるあなたたちの家畜がふえる

ように神に祈れ。 こればかりではない，あなたたちが一人で

部屋に居 るときも，秘密の所に居 るときも，また野に居ると

きも心 にあることをうち明けて祈れ。声をあげて主に祈 らな

い時でも， 自分の為また自分のまわりの人々の為を思ってた

えず心の中で主 に祈れ。」（アルマ３４：１８～２７）

このように私たちは，義 しい努力に対 しては何であっても

祈 りを通 して主から助けを受けることができます。 しか し皆

さんは青年男女 として次のことを十分理解 していることが大

切です。（１庄 が私たちの祈 りに答えられる前に私たちはどの

ようなことを果 さなければならないか。〔２庄 はどのように祈

りに答えたもうか。

聞きとげられる祈 りには私たちの側に大きな努力が要るこ

とを，主は聖典の中で非常にはっきりさせてお られます。 こ

のことは主からオリヴァ ・カウ ドリに，はっきり説明されて

います。オリヴァは翻訳の賜を願い求めま したが，主が彼の

願いをいれて くださるように，自分の分を果 していませんで

した。主はオリヴァに祈 りについて次のような勧めを与えら

れました。 「見よ，汝いまだ悟 らず。汝はひたすらわれに願

いし時はこれを与えらるるな らんと思え り。されど見よ，わ

れ汝に告 ぐ，汝心の中によく思い計 り，その後願うこともし

正 しからば汝願わざるべからず。……」（教義と聖約 ９：７～

８）

私たちの祈 りを意味あるものにしようとするなら，このこ

とは私たちが理解 しなければならない，非常に重要なことで

す。私たちが何か決定するに際 して主の助けを必 要 とす る

時，主は私たちがまず私たちの理解力に基づいて仮の決定に

達 し，それから私たちの決定が確認されるか否認されるかを

尋ねて祈 るよう期待 しておられます。

ここで疑問が起 ります。 「主が私たちの決定を確認される

か否認 されるか どうしてわかるだろうか。」主は 上にあげた

オ「リヴァに対す る勧めを与えられた時，次のような指示を く

１４

う

ださいました。 「……願 うこと正 しからば，その時われ汝の

心を内に燃やさん。 これによりて汝にその正 しきを 感 ぜ し

む。 されど願 うところ正 しからずば，かかる感な くして汝の

心は次第に鈍 くなり，そはついに悪の悪たるを忘れ しむるに

至 らん。……」（教義と聖約 ９ ：８～ ９）

私たちの祈 りが答え られるためには，主がわた したちに期

待 される分を果 してから，主の助けを願 う必要があります。

それか ら私たちは主が与えたもう答えを見分けるため，聖霊

が知 らせ るのがわかるよう鋭敏にならなければな りません。

私たちは祈 りに対する答えが，私たちの意志に添わない場

合 もあることを知る必要があります。 しか し， もし私たちが

謙虚であって，聖霊の導きに従 うな ら私たちが受ける答は，

私たちの成長 と進歩のためになるのです。

私たちは現世の試 しを避けるように祈ることは で き ま せ

ん。私たちは現世の試 しに立向 う特質とそれを克服する力を

求めて祈ることができるのです。このことを理解 しなければ

なりません。

私たちが祈 りを通 して神の力を受けるように祈 ります。マ

ッケイ大管長はとてもすば らしく表現 されています。
「私は皆さんがいつの日か，霊を悩ますような 強 い望 み

（このことを言うに当って，私 は心から皆さんのことを心に

かけているのですが）克服できない難攻不落の壁に会いたい

というような強い望みを持たれるよう希望 します。 しかし壁

の向 うに義務がある時後に下がって ｒ私にはできない』 と言

わないで ください。あなたはしたいと熱望するかも知れませ

んが，それだけでは十分ではないのです。テーマの聖句とな

っているヤコブの言 っていることを行ってください。すなわ

ち 「力を神に願い求めなさい。 しかしそこに信仰 と，自分が

できる能力への信頼がなければいけない。』

「あなたは今あなたの立っている所か ら，壁の所まで行 く

ことができます。「あなたがそこに達すると，あるいは行ける

所まで行 くと，あなたの祈 りが答えられて，初め立っていた

所からは見えなかった，か くれたはしごがあって登ることが

できるとか，戸があるのに気がつくでしょう。神の御手が示

されたのです。その時あなたは無限なる者に対 して答えるこ

とができたのです。そして聖霊の導きを受けるにふさわ しい

とはどういうことかがわかるのです。そして聖霊はいろいろ

な事柄においてあなたを導 きます。」

知恵は努力を通 じてもたらされます。全ての善い事は努力

を要 します。持つに価するものは，あなたの体力，知力，そ

して霊の力の一部を代価 として求めます。』「求あよ，そうす

れば，与えられるであろう。捜せ，そうすれば，見いだすで

あろう。門をたたけ，そうすれば，あけてもらえ る で あ ろ

う。」 しかしあなたは求めなければなりません。たたか な け

ればなりません。捜 さなければならないのです。

（人生の宝 Ｐ．３０３～３０４）
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▼ 嗣り ．

彼女はうなづきました。 「わかった。で

もティミーは一 とくべつな人だ。彼はど

てもえらいなあ。もしぼ くが病気になって

目が見えなくなったとした ら，ぼくは死ん

だ方がましな くらいだと思 うよ。」

「よしぞ ぼくたちはそのお金をぜんぶ使お

う。で もまだなにをかうかきめていなかっ

たんだね。」

「店でさが したらどうか しら」妹がいい

ました。 「そうすればティミーに，いちば

んいいものが 見つかるかも しれないわ。」

ジムはさんせいし，二人はお金を持って

出かけました。おもちゃ屋さんに二人は，

ティミーがさわって聞 くことのできる，音

楽つきのびっくり箱を見つけました。二人

はハーモニカを見ていました。その時，あ

まりまんぞ くしていなかったジーンがさけ

びました。そうだわ。ティミーのよろこぶ

ものがわかったわ。」「なに」

「見てごらん」ジーンは目をかがやかし

ながら少 し向 うの，かわいい動物を売って

いる店の方を見ていました。そこで彼女は

まっす ぐ小ねこのいる所へ行 き ま した。

「小ねこはなんてかわいいんで しょう。」 ・

はい色の小ねこ，黒い小ね こ，そして青

い目の小さな白い小猫がいました。

「私はζの小猫が好きだわ。」 ジーン は

白い小ねこをさしてそう言いました。 「と

てもきれいな目をしているわ。青い目をし

たねこはめったにいないわ。テイミーもこ

の小ね こが好きになると思 うわ」

ジムも青い目をした小ね こがいちばん好

きになりました。 「でもティミーは小ねこ

のせわができるかな。」 彼は大きな声でそ

う言いました。 「彼のお母さんに助けても

らわないとだめでしょうね。」 「だけど お

母さんはそんなことかまわないと思 うわ。

ティミーは動物が好きだし，それに彼の誕

生日です もの。」

（ ２ ）

店の人が二人の所へ来ました。 「いらっ

やいＧ」

ジムが話しました． 「友だちにたんじょ

うの贈 り物をかってあげ海いんです。ぼ く

たち五百円持っています。この白い小ねこ

を買えませんか。」

「うん，一 五百円でこの小ねこをかえ

るよ。」 「ワアー，どうもありがとう。」子

供たちはうれしそうにさけびました。

「さっそく二人は店の人が くれたボール

紙の箱に小ねこを入れてティミーの家に急

ぎました。 「ティミーたん じょう日おめで

とう。」 二人はにこにこして， 彼の手に小

ね こをわたしながら言いま した。

ティミーは友だちが自分のたん じょう日

をおぼえてくれていたので，とてもうれ し

くなりました。「小ねこだ。」ティミーはや

さしく指でさわりながら小さな動物を感 じ

て， さけびました。ティミーの顔は明るく

かがやきとてもうれしそうで した。

「あなたも好きになると思ったわ。」 ジ

ーンが言いました。 「私たちはあなたにな

にかとくべつなものをあげたかったの。」

「なにか君がさわって聞 くことができる

ものを。」とジムが加えました。

「ニャーオ」小ねこがなきました。

「聞えるよ」ティミーはわ らって言いま

、した。 「どんな色をしているの。」

「目は青であとは白だよ。」 ふたこの 二

人はこたえました。

「青い目だって， とてもすてきだ。」 テ

ィミーは小さなやわらかい毛の小ねこを顔

にだきしめました。 「この小ねこはこんな

にやわらかい。ぼくとてもうれしいよ。ジ

ムとジー ンすばらしい贈 り物ありがとう。

ぼ くはこの小ねこをフロスティと呼ぶよ。

小ねこはその名前気に入ると思う？」

「ニャーオ」 フロスティはティミーのほ

おをなめてなきました。

た小 さな男 の子そ っ くりの顔 だ った。

で も， 泣 くまいと していた。 ボー アン

はもう以前 のほ らふ きのえば った男の

子 のようで はなかった。

「ボーアンどう したんだ
。」ジー ヤは

お どろいて さけんだ。

ボーアンはゆっ くり説 明 した。 「全

くとつぜん に家族の責任 を引 きうけて

家族の長 となることはや さ しくは ない

ん だ。 ぼ くは自分が本当は どれほ ど自

信が な くて， こわが りか， お母 さん と

妹 たちに知 られ た くなか ったんだ。そ

れでぼ くはほ らをふ き， 何で もえ らそ

うにふ るま うよ うに して きたの さ。」

「君 はあれだ けほらをふいて こわが

ったんだ って 。」オービルがたずねた。

ボーアンは うなずいた。 「小 さな男

の子が暗い中を こわ くないよ うにす る

た あ口笛を吹 くように， ぼ くはえ らそ

うにす ることで同 じことを していたん

だ。本当は家を たて ることも， れんが

を作 ることも知 らないんだ。 ぶ どうの

木 をそだて ることも。 この家やぶ どう

の木 の ことが，母 も妹 たちを幸福 にす

ヒき塾

書１㌧

斜解

麟今

１

菜雛鱗
笥 ｂ

ると思 ったか ら， ただ知 って いるよう

にふ るま っていただけなんだ。で も本

当はとて もこま っていたんだ。」

ジーヤが言 った。「もう心配 す るな，

ボーアン。わ らを使 って ど うや ってよ

いれんがを作 るか教 えてあげよ う。」

「ぼ くはお父 さんのぶど う畑 か ら強

くて丈夫 な切 り枝 を持 って きて あげよ

う。」オービルが言 った。 「そ うすれば

ぶ どうの木を もっとはや く大 き くさせ
し

ることがで きるよ。」

「親切 に言
って くれてあ りが とう。」

ボーアンは感謝 して言 った。 「友 だち

ができたか ら， もうこわい も の は な

い。ぼ くはもとのぼ くに もど るよ。」

「本当 の自分のままでい るのがいつ も

いちばんい いんだ。」 ジーヤがや さ し

く言 った。「その通 りだ 。」 オービルが

さんせい した。 「ぼ くたちが本当 に君

を知 ったか ら，君 がぼ くたちの中 に住

む ようにな ったんだ。 その ことが とっ

て もうれ しいよ， ぼ くたちは君を手伝

ってあ げよ う， そのために友だ ちがい

るのだか ら。」
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ろ う。 二人 はボーア ンが悪 いれん がで

家 を牟て るのを ほって お くの は，．．．お も．

しろい．ζとだと思 って いたので ある。

しか しジーヤは一晩 中ねがえ りを う

って孝 え こんだ。 ボーア ンに しか けて

い ることはただの じょうだん なのだろ ．

うか。 なぜ かジーヤは笑 う気 持 になれ

なか った。

夜 が明 け るとす ぐジー ヤは オービル

の家 に急 いだ。 「オー ビル，「本 当のれ

んがは ど うして作 るかボｒ アンに知 ら

せ てや ろ うよ。」

「どう して」 オー ビル はお こ
って聞

い た。 「ぼ くは じまん屋 のボ ーア ンを

笑 ってや りたいんだ。」

「で もあま りいい ことには な らない

よ」 ジ ーヤは言 った。 「ぼ くたちは何

もボー ア ンのお母 さん と妹 さん には悪

い気 が して いないん だ。雨 が降 って彼

らの家 が こわれ ると彼 らもひ どい δ６に

あ うよ。」

そ こでオ ービル は考 えた。 そ して言 ．

った。 「ぼ くはその ことを考 えて いな

か った。 そ うだ ボーア ンを助 けてや ろ　

う。 で も彼 はぼ くたちの助 けを受 け入

れ るだ ろうか６」「や って みよ うよ。」

ジーヤ は言 った。

ジー ヤとオービルが着 くと， ボーア

ンは もうれんがを作 って いた。．１

ボー アンは手を腰 において， 自信 あ

りげに言 った。 「ぼ くは立派 なれんが

作 りだ ろう。 あのれん がの山を見て く

れ。」

「ぼ くたちはそれ を見 に き た の だ

よ。」ジー ヤは言 った。 「あのれんがで

は強 い家 は決 して たたないよ 。」

（ ６ ）

「ど うして
」 ボ「ア・ン’．は 言 っ た。

「じょうだんだ ろう
Ｑ」 「いいや」 オ

ー ビルが言
っ．た。「君 はわ らをれ んがに

入 れてい ないだ ろ う。 そんなれ んがは ．

長 もちす るわ けが ない よ。」

「れんがにわ らを入れ る……
」 ボー

ナ ンはお どろいて さけんだ。 ジーヤ と

オー ビル は二人 と もうなず いた。

「わ らが どうを かためる役 わ りをす

るんだ 。」ボープ ンはジーヤ とオー ビル

を見 わ た した。 「ど うしてそれ を もっ

と早 く言 って くれ なか ったんだ。」

ジーヤはち ょっ．とこまっ た 顔 を し

た。 「君 は何で も知 って い ると思 った

の さ， ぼ くたちは，．君 が家 をたて終 っ

て， それか らこな ごなに こわれ るのを

見 るのがお も しろいと思 っていた。 で

もそれ はだんだん悪い ことだと思 うよ

うに なったん だ。」

オ ービルが途中で言 っ．た。 「それ で

ぼ くたちは， たて始 め る前 に知 らせ に

来 たんだ。 もっと早 く言 わな くてごめ

んね 。」

ボ ーア ンは ただつ っ立 って，二人 を

見 つ あて いた。

「あんま りお こらないで くれ
。」 ジ

ーヤが言 った。 「ぼ くたちは君 と君 の

家族 に本気で害を与え るつ もりではな

か ったんだ 山 「ぼ くは君 たちの ことな

んかお こって はい ない よ。 それ よ り自

分 自身 に対 してお こって い るん だ。」と

ボー ア ンは言 った。

「．どう して」 ジーヤとオーピル は と

て もび っ くりして聞い た。

ボ ーア ンの顔 は くしゃ くしゃになっ

て いた。それ は今 にも泣 きそ うになっ

．轟．

ξ晦 新

鰹

騨

噸

お か しで あ そ びま しょう

翻脇
窃

ペ ギ ー ・ケ ィ ス ゼ ル

お うちで もピクニ ックへい

ったときで も， か ん た ん に

「ち ょうこくあそび」をす ることがで きます
。

ざい りょう

いろいろなおおきさのおか し，ほ しぶ どう， びよ （め
顎

．につか う） よ うじや
， ほそ いぼ う， （おか しをむすぶ た

につか う）ふ るいはさみ，かんそ うした くだ もの６

じかんをきめて，つ くるもの は，ひ とで もどうぶつ で

なんで もよいです か ら，す きなものを じゆ うにつ くっ

て ください。

璽騰響
ち ょう ちょに つ い て

職 総．
必 ㍉ 、 １
． ．㊧

ｌ ｌ
ρ ｌ ｌ

ｂ

ようちょは面白いことに，世界中どち

こにでもいて，バラの花びらのよう．

に弱々しく見えますが，実際はそうではな

いのです。 ．“

本当に北極圏でも住めるちょうちょがい

ます。そんなちょうちょはとても珍らしい

ですから，ちょうちょの中でも一番きちょ

うなものです。ちょうちょがとま・る草の葉

１枚もないサハラ砂漠に住む別の種類もあ

（ ３ ）

ります。一生の中にあすのちょ うち ょは

１００か ら数千の卵を生みます。 卵は多 くの

場合緑ですが，時々は黄色であり，場合に

よっ．ては青や赤い色をしていて，貝のよう

な模様がついていることもあります，でも

卵はとても小さいのでけんびきょうで見な

いと見えません。おすのちょうちょは甘い

かおりを出 してめすをひきつけます。かお

りのもとが羽についていて，そのかおりが

空中にただようように，小さな空気のくだ

がこのかおりのもとから出ています。

ちょうちょはいろいろな色がついて見え

ますが，先が昆虫の羽に当って色を作るの

です。羽は小さなうろこでおおわれ，ちょ

うど空中の水たまがきれいな虹に見えるよ

うな， このうろこが光を色々な色にするの

です。 このうろこはとても小さいので皆さ

んはこれを見るのにけんびきょうを使わな

いと見えません。それでちょうちょの学名

は．「レピドブテラ」というのです。 これは
「うろこの羽をしたもの」という意味です

．』
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「ぼ くはす ば らしい家を た て る ん

だ」 とボーア ンはジーヤ とオー ビル に

ほ らを吹 いた。 「大 きなへやを二つ作

るん だ。一 つはお母 さん と妹 とぼ くの

ため， もう一 つは動物 を入れ る所にす

るん だ。」

「君 は家 をたて ることについて どれ

くらい知 って るんだ。 君 はず っとテ ン

トに住 んでいた羊飼 いの少年だ った じ

ゃないか」 とジーヤが言 った。

「家 をたて ることなんて何で もない

こと さ。」ボーア ンはそ う言 いなが ら，

彼 らに手 をふ った。 「どうをれんが に

た くさん入れ ればいいの さ。 だれで も

それ くらいの ことで きるよ。」

ジーヤがオービル を見 ると， オー ビ

ル は肩をす くめて見せ た。何 で も知 っ

てい るよ うに見 えたので何 も言 うこと

ばが なかった。

ボーア ンはパ レスチナの小 さな村 に

住 む よ うになって か ら， まだほんの少

・ し しか たって いなかった。彼 とお母 さ

留楼愈冨謬１
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１メ ノ

ヂ鰍 ，ダ ・．、 鎧

一謬 州 １窯 鰻総
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ん， そ して二人の妹 は，羊飼 いだった

お父 さんが死 んでか ら，村 のはずれ に

テ ン トをは ってすんでいた。 ボーア ン

は一番年上 でただ一人 の息子で あった ’

ので，今家族 の長 となって いた。彼 の

新 しい地位 は彼 を思 いあが らせ たよ う

であ った。 ボ ーア ンは どこへ 行 っ て

も， 自分 の しようとして いる ことを じ

まん して歩いていた。

「ボーア ンがあんなにほ らふ きでな

ければぼ くは彼 が もっ と好 きになるの

だけ どな 。」 オービル は ジーアに 言 っ

た。 ジーヤは うなず いた。 「ボーア ン

はす ごいんだよ。彼が話す のを聞 いて

いる と，彼 は何 で も知 ってい るみたい

だ。 そ してあたか も彼 の家族が動物の

大群 をか っているよ うな口 ぶ り な ん

だ。」オ ーピル は笑 っ．た。「そうとも。

１ぴきの年 とったヤギ とその子 ヤギだ

けの大群 さ。」

「それ にボーア ンが うえた ちっぽけ

なブ ドウの木 が大 ぎ くな ると思 ってい

るんだか らな。」とジーヤが言 った。

二人の少年 は笑 った。ボーア ンは家

をたて ることについて も，ブ ドウの木

をそだて ることについて も， た くさん

学 ばなければな らない ことがあ った。

ボーア ンがま ちがいを して， ぺっ しゃ

ん こにな るのを見 るのが楽 しみであっ

た。 ジーヤ とオー ビルは長 く待 つ必要

はなかった。 ２， ３日後，二人 はボー

ア ンと彼 の家族 が住 んでいるテ ン・トの

前 を通 った。 ボーア ンはそこでれんが

を作 って いた。

「見て みろ」 ボーア ンはほこ らしげ

に言 った。 「ぼ くはれんがを も う山の

（ ５ ）

ように作 ったぞ。 もうす ぐ家 のかべを

つみ あげるんだ。」 、 隔

ジーヤとオー ビル はボーアンが働 い

てい るのを しば ら く見てい た。そ して

二人 は家へ帰 った。

ジーヤは こうたず ねた。 「オ ーピル

君はボー アンがれ んがを どの ように作

っていたか見たかい。」

オ ービルは うなず いた。 「一本 もわ

らが入 っていなかった。雨がふ り出 し

たられんがはば らば らにな るよ。ボー

アンは大 きな どうの山の中 にすわ るこ

とにな るんだ。」「じゃ，わ らを入 れ る

とれんがが しっか りす ることを知 らせ

てや ろうか」 ジーヤはたずねた。

オ ービルは頭を よこにふ った ♂ボー

アンは何 で も知 ってい るつ もりだ。 つ

らいめを してわか るよ うに してやれ。」

ジーヤは さんせ い した。ボ ーア ンの

がっか りした顔を見 るのを楽 しみに し

ていた。

しば ら くして ジーヤが家に帰 るとジ

ーヤの母 が言 った。 「私 は今 日ボーア

ンのお母 さん と話を して きま した。彼

女 は二入 の娘 さん と， ボーア ンがたて

て いる家 の床 にし く， きれいな しき も

のを あんでいま した。・お母 さんはとて

も自分の息子をほ こりに思 っていま し

た。」

ジーヤは何か悪 い ことを して いるよ

うな気持 にな つた。彼 はボーア ンの母

と妹たちの ことを忘 れて いた。 ボーア

ンの家が くずれた ら，彼 らもひがいを

うけ るのであ る。 ボーアンに知 らせ る

べ きだろ うか。 いや， それ はで きなか

った。 オ ービルがそ うしたが らないだ

嚇



教 会 の 全 て の ス テ ー キ部 ， 伝 道 部 の扶 助 協 会 の女 性 は， この ９月 に， デ ビ ．ド ・０ ・

当 マッケイ大管長に私たちの愛と感謝の意を表します。過去長年にわたって，マッケ
イ大管長の勧告を受けて，私たち姉妹は，家庭で，．扶助協会の組織で，霊的な面，文化的

な面から祝福を受けてきました。大管長の慰め，励まし，そして霊感の言葉は，全世界の

姉妹を導 く光となってきました。扶助協会の女性たちは，予言者，聖見者、啓示を受ける

者である大管長がこの９５回目の証生日を迎えられて，この末 日に予言者を与えられて夫の

．父なる神に感謝 している教会の会員が，あなたに感謝し，愛を感 じていることをおわかり

くださるよう希望し，祈っております。

全世界の扶助協会の会員が，再び信仰，知恵，永遠の真理の言葉を味わうことができる

よう，ここにマッケィ大管長から姉妹たちへの勧めを抜奉 して載せました。

母であること

世界で最も貴い召しは，母になる．ことの召 しである。本当の母となることは，あらゆる

芸術の中でも最も美しい芸術であり，あらゆる仕事の中でも最も偉大な仕事であ．る。絵画

で傑作を描くことのできる婦人や，数百万の人々に影響を与える本を書 くことのできる婦

人は人類の喝采と賞賛を受けるであろう。 しかし，健康で素晴らしい息子，娘を立派に育

て，彼らの不滅の霊が，絵が色あせ，本や橡が滅んだ後も，幾世にもわたって人々に影響

を及ぼすようにした婦人は，人が与えることのできる最高の栄誉を受けるに適わしい。

幼い子供の純白の心に最初に記されるものは，母親の概念である。最初に安全の感覚を

目覚めさせるのは，母の愛撫である。最初に愛情を覚えさせるものは母親の接吻である。

この世には愛があることを最初に確信させるものは母親の同情であり，優 しい心である。

……子供時代の最初の数年間に植えつけられた影響は
，永続性と拘束力があり，香 りが，

しおれてゆくバ ラから離れないように，生涯を通じて子供から容易に去 らず，思想や記憶

に浸透 している。

母親の鋭敏な，優しい影響力が人類の進歩と行く末に非常に力強い役割を果 しているが

ゆえに，母親は美，慎しみ，同情，快活，敬廣，そして他の数多くの崇高な徳を備えてい

なければならない。

家 庭

一致，互の助け合い，そして愛のある家庭は，ちょうど地上における天国になぞらえる

ことができる。私は少年の頃から家庭で一度 も父と母の間に不一致が見 られなかったとい

う記憶を，感謝しつつ大切にしており，そして謙遜になることができている。．調和，善意

一致，相互の理解などの徳が全ての家庭にはぐくまれなければならない。

訓戒よりも模範の方が力強い。両親は，子供たちが礼儀，誠実，節度，いつでも美しい

ことを行う勇気をおこすためには，こうなって欲 しいという状態に自らがまず達する義務

がある。家庭を築 くことは一つの芸術であ．る。最初人は家庭を築 くことに関して芸術 とい

う言葉を使 うことに反対するかも知れない。 しかし美しい家庭を築 くのに知識 と技術を応

用することは，最高の達成事業である。

家庭を築 く芸術 という言葉により，私は子供の生活に，直観的に美しいもの，純粋なも

の，徳高きものを愛 し，直観的に醜いもの，偽りのもの，不道徳なものから遠去かるよう

に導 く，霊の気高さを教え諭す ことを言っているのである。

家庭を築 く芸術には，父と母という二人の芸衛家の仕事と技術があらわれていなくては

ならない。 もし二人が交叉する目的をもって働 くなら，彼 らの努力はしばしば失敗する♂

もし二人が，彼 らの生きた創造物に毎日働きかける際，互いに相手の必要 とするものを満

たしながら，調和をもって働 くなら，結果は人類にとって暗い影や呪いとなるζとなく，

誉れある少年少女 となって現われよう。

個人の徳

感謝するということは大きな徳である。もし夫と妻が家庭でもっと頻繁に感謝の言葉を

口にすれば，妻はもっと幸わせになるだろうし，夫はおそらくもっと優 しくなるだろう。

子供をしつけるに当ってその克己。子供は，家族の他の人に影響を与えるから，行動に制

限なく走りまわるままにされておくべきではな く，正しく指導し，しつけなければならな

いと私は思 う。 これは子供に残酷でありなさいと言っているようにとれるだろうか。そわ

うではない。そうなる必要はないが， 「いけない」と言う時には，いけないことを本当に
も

からせるように言 うことが必要なのである。

扶助協会

１９６８年 ９月 ８ 日

Ｖ 弘 、こ絶 妨 献
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０ ・マ ッケ イ著 「幸 福 な生 活 の 秘 訣 」
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Ｍ ＩＡ とガ ー ル ズ ・

プ 口 グ
ゆ

フ ム

もし統計の数値が心臓の鼓動を打ち，まばた く眼を持ち美

しい髪 と顔を持つ ことがあるとするなら，それはガールズ・プ

ログラムの中にある。２１年前，少年のためのアロン神権プロ

グラムに比較できる少女のためのプログラムが，教会の管理

監督会で準備 された。大管長会は，ステーキ部，ワード部，

支部のＹＷＭ ＩＡに教会のガールズ ・プログラムを管理する

よう責任を割 り当てた。

このプログラムが存在する主な理由は，少女たちが皆教会

のどこにいるかわかり，各少女の活動 と出席の記録をつけ，

また全ての教会の集会 と活動に首尾一貫 して参加 している少

女たちを知 るためである。そしてまた，愛のある思いや りの

精神で，教会に不熱心な少女たちを助けるためである。

少女が１２才になって，Ｍ ＩＡ年度の初めに始めてＭ ＩＡの

集会に出席すれば， この少女の名前はガールズ ・プログラ民

に登録 される。 この少女の情報一 両親 誕生日そ して彼女

の才能一 を全て記入 した黄色のカー ドが作成される。その

少女の６年間を通 じて，毎週彼女の出席 した集会の数，奉仕

の時間，話をした回数，そして彼女の受けた賞の記録がつけ

られる。

もし少女が一つの町，県あるいは国からよそへ移れば，そ

の黄色のカー ドは彼女がどこへ行っても彼女について移動す

る。 このカー ドは最新の期日まで記録がつけられ，失われる

ことなく転送 される。 このカードは，統計上の数値もそうで

あるが，ある意味で， 「生きた」ものになるのである。

非会員の少女も望むな らこのプログラムに参加するζとが

できる。彼 らも個人賞に要求された同 じ項 目を満たすことが

できる。

時々小さな村か ら大きな町に少女が移 ることがある。 もし

彼女が自分を取 り巻 く環境と人々に十分順応 で き な かった

ら，彼女は寂 しく感 じて，Ｍ ＩＡに参加していこうという気
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が挫けるかも知れない。 しかしガールズ ・プログラムは，関

心を持…ち愛のあるＹＷＭ ＩＡの教師や役員を通 じて， これ ら

の少女を助け，慣れるようにし，前の環境に引き続いて彼 ら

の活動を続けてい くようにする。 ワー ド部あるいは支部書記

からそのステーキ部あるいは地方部のガールズ ・プログラム

の書記にす ぐこの 「黄色のカー ド」が送 られ，そこから新 し

い地域のステーキ部あるいは地方部の指導者へ送 られ るの

で，彼 らは新 しいワード部，あるいは支部で腕を拡げて歓迎

されるのである。このようにして一人の少女 も 「失われる」

ことはないのである。

少女たちは年に少 くとも１０時間，慈善の奉仕をする。彼女

は，報酬を受けずに非利己的に喜んで他人のために奉仕する

活動に参加して， この奉仕を達成する。彼女は奉仕する喜び

のために，そして社会の一員 として奉仕することが少女に期

待されることなので，奉 仕活動を実践するのである。ただし，

奉仕計画による経験は，家族の間で行 う日常のもの以外のも

のでなければならない。’他の人に奉仕する有意義な計画に参

加 した経験のある少女は，いつもその事を非常忙幸福な経験

として記憶するであろう。

もし少女が一年間に日曜学校，Ｍ ＩＡ，聖餐式に少 くとも

３６回出席 し，奉仕計画に十分参加し，また教会の集会で話を

し，Ｍ ＩＡ活動に参加し，清い生活を保ち，更に什分の一を

守 り，知恵の言葉を守 って い れ ば，各Ｍ ＩＡ年度の終 りに
「個人賞
」の証書が与えられる。一回個人賞を受けとると，

その後の賞には，獲得 された賞の回数の入ったシールが貼 り

付けられる。少女は毎年個人賞を受けることができる。七回

個人賞を受けた人は，ガールズ ・プログラム七年賞 として美

しい金製または銀製の大メダルが与えられる。

全ての少女は特別な少女である。……自分自身にとって，

両親にとって，教会の指導者，天父なる神にとって大切な存

在である。

全ての少女は自分が真実の行末を身に受けた最 も貴重な存

在であることを覚えるように，特別な考慮が払われ，理解さ

れなければならない。ＹＷＭ ＩＡ指導者は，皆各少女に考慮

を払い，その少女が必要としていること，彼女の抱負を理解

してあげ，個人的に注意 してあげなければならない。ガール

ズ ・プログラムはＭ ＩＡビーハイブ，Ｍ ＩＡメイ ド，そして

ローレルのクラスを通 じて促進 される。少女たち・はＹＷＭ Ｉ

Ａ指導者の助けと忠告を求める。指導者はこの時，自分の生

涯の中で少女たちの指導者 として神聖なそして大切な責任を

引き受けているのである。指導者は少女 たちとの個人的な親

しい間柄を通して，少女たち一人一人の必要に答えるよう努

力し，少女たちが福音に対する強い証を育て，幸福な生活が

送れるように助けるのである。

監督や支部長は任命されるとす ぐ，ガールズ ・プログラム

について詳 しく説明したガールズ ・プログラム案内を渡され

る。

※個人記録カー ド （黄色）ナンバーｃｃ－０６５
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理学者ソーンダ・イクは彼の 「直接行動の法則」を論ず心

るに当って，私たちは自分が学んだように自分の知識

を使い勝ちであると言っている。私たちはスカウトたちに毎

日親切をほどこすことを通 して，奉仕の原則を賢明に教えて

いる。私たちはもし福音を単に教室の中で話すことによって

のみ教えようとするなら，私たちは最終的に福音の原則を反

復 し話す ことのできる青年男女を得 るだけにとどまることを

覚悟 しなければならない。そ して これは私たちの 現・状 で あ

る。 ’

しかし私たちは教室で福音の原則について話 して彼 らを教
た

える時， 日常生活でその原則を実践するよう決心させている

日曜学校

学 校

と言えるだろう。そして私たちは皆その通 りであると知って

いる。生徒たちは多 くの場合，・私たちが話 した原則を実践 し

ようと固い決心をして教室を出る。 しか し問題はこの決心を

した生徒のどれだけが実際にその通 り行 うかである。何人の

生徒の生活が本当に変えられたであろうか。私たちは教師と

圃して
，良い決心を実際に行なう方法を教えなければならないｂ

直接行動の法則

私たち教師は，生徒に決心させるだけであって は な らな

い。私たちは意識の中にソーンダイクの 「直接行動の法則」

を焼 きつけなければならない。生徒が学んだ事柄を活用する

よう，私たちの意図に添って学ぶように，十分注意する必要

がある。私たちがスカウ トに教えているのは，このような方

法によっている。私たちが 日曜学校で教えるのも， このよう

でなければならない。

人はアルファベットをＡからＺまで覚えて，その通 り速 く

復唱することができる。 これをＺからＡ ま で言 って見なさ

い。ずっと長い時間がかかることがわかるだろう。私 たちは

習ったように， ものを用いる傾向がある。もし生徒が教室で

基本的な原則を話 し合 うことによって福音を学ぶなら，おそ

らく生徒は福音をよく論 じる者 となるだろう。一方もし生徒

がその一週間福音の原則を実践することによって福音を学ぶ

なら，生徒は福音をよく実践する者 となるだろう。そ して こ

れが私たちの望んでいることである。生活の中でキリス ト教

の原則を実践する必要がある。
ロ ギゾ

「そ して
， 御言 を行 う人 にな りな さい。 ∴…・ただ聞 くだけ

の者 となって はい けない。 おおよそ御 言を聞 くだけで行 わな

い人 は， ち ょうど， 自分の生 れつ きの顔 を鏡 に映 して見 る人

のよ うで ある。彼 は自分を映 して見てそ こか ら立 ち去 ると，

そのとたんに，自分 の姿 がどんなであったかを忘れて しま う。

これに反 して，完全 な自由の律法 を一 心に見つめてたゆま

ない人 は，．聞 いて忘れて しま うので はな くて，実際に行 う人

である。 こうい う人 は， その行 いによって祝福 され る。」

（ヤコブ １ ：２２～２５）
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人の生活を福音の原則に添 って変えるのに役立つ一つの方

法は，各 レッスンに 「学習の目標」を設けることである。学

習の目標 とは，その週に生徒が自分の生活の中で，原則を生

かすためにすることのできる何かのことである。

数年前私はエール大学のエルネス ト・リゴン博士が，学習

の目標を使った例を示すたδ６に教えた一つのクラスを見学す

る機会があった。博士は８人の若 い 男女 に 「良きサマ リヤ

人」のレッスンを教えていた。生徒たちの年齢は１７歳と１８歳
ヘユ ゆ

であった。

博士 は生徒 に この物語 の意味が よ くわか るよ うに，１０分間

費 した。残 りの３５分 間で博士 は この原則を実行す るよう一人

一人 の生徒 に割 り当てを して いた
。博士 は最初 ジ ョンに向 っ

て こう尋 ねた。 「ジ ョン，今週君 はどのよ うにすれば よきサ

マ リヤ人 になれ るかね ？」 ジ ョンは答えて言 った。 「僕 はバ

スケ ットボールが大好 きです。僕 はコーチを とて も尊敬 して

います。 で も僕 と同 じくらいバ スケ ッ トの好 きな友達は， コ

ーチ とうま くや っていけませ ん
。僕 は友達 とコーチの間の問

題 を解決 してよいサマ リヤ人 にな りた いのです。」そ こで リ

ゴン博士 はポケ ッ トか ら １０ｃｍ ×１５ｃｍ の カー ドを取 り出 し

て， ジ ョンの両親 に彼 らの息子が友達 とコーチの問題を解決

す るのを手伝 ってや って欲 しいと注意書 きを した。 この注意

書 きを したのは リゴ ン博士 によれ ば，２５年間性格の発展を観

察 して きた結果， 日曜学校 で教え るだ けで は，評 価 し得 る発

展 が観察 されなかったか らだ と言 う。家庭 と日曜学校が協 力

葛

して始めて性格の大きな成長と発達がなされるのである。

リゴン博士はクラスの生徒一人一人 と話 し合った。生徒は

日曜学校のクラスを出た時，一人一人皆その週の間，よいサ

マリヤ人になる経験を しようと自分の計画を持 っていた。

もし生徒が福音をよりよい生活の指針とするように期待 した

いなら，私たちは生徒が実践することによって真理を学ぶよ

うにしなければならない。教師の側のこのような鋤 きは，私

たちの教えを，良い意図だけの 「危い領域」から実践の 「立

派な領域」に移 してくれる。

実践することを学びとる

私たちは自分が実践することを学ぶものである。私たちは

実践することによって，福音の原則の証詞を得 る。イエスは私

たちに生活の中で実践することによって真理を発見するよう

に強 く勧めている。イエスは宮にのぼって教えて言われた。

「神のみこころを行おうと思 う者であれば，だれでも，わた し

の語っているこの教えが神からのものか，それとも，わたし

自身から出たものか，わかるであろう」 （ヨハネ７：１７）私

に過ちを犯 した者を許すのが賢いかどうか知ろうと思えば，

私は喜んで実験をしなければならない。私に過ちを犯 した者

を許すことによって，私は赦 しの原則を学ぶことができる。

人を赦せるほど謙遜になることができた時，その個人に来 る

平和を自ら発見することができる。私たちは実践 したことを

習得するのです。 ドロシー ・ローはこのように書いている。

子供は批判を周 りに聞いて大きくなると，非難することを

聖 餐 会 の 前 奏 曲

Ｍ ｅｌｖｉｎ Ｗ ．Ｄ ｕｎｎ
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覚える。

子供は敵意に囲まれて大 きくなると，戦 うことを覚える。

子供は恐怖を周 りに見て大 きくなると，案 じや す い 者とな

る。

子供はあわれみを周りに見て大き くなると，自分が可哀そう

に感 じるようになる。

子供はあざけられて大 きくなると，恥ずかしが る よ う にな

る。

子供はねたまれて大きくなると， 自分に罪があると感 じるよ

うになる。

子供は寛大に扱われて大きくなると，忍耐強 くなる。

子供は励まされて大きくなると， 自信を持つようになる。

子供は賞められて大きくなると，感謝することを覚える。

子供は受け入れ られて大きくなる≧，愛することを覚える。

子供は認められて大きくなると， 自分を好 くようになる。

子供は表彰されることがあると， 目標を持つことが良いこと

を悟る。

子供は正直な人に囲まれて育つと，真理 とは何か知るように

なる。

子供は公平に扱われて大きくなると，正義を知 る よ うにな

る。

子供は安全な環境で育つと，自分自身と周囲の人を信頼する

ようになる。

子供は仲良 く接する人々に囲まれて大 きくなると， この世界

が素晴しい所であると知 るようになる。

私たちは実践したいことを習得す るのであると，確信をも

って言 うことができる。私たちはイエスが山上の垂訓で言わ

れた ３つの段階を踏むことによって，敵を愛することを学ぶ

のである。私 たちは什分の一を払 うことによって，実際にも

感覚の上でも什分の一について学ぶのである。私たちは丁度

泳 ぐことによって水泳を， プレーすることによってバスケッ

トボールを覚えるように，謙遜になることによって謙遜を学

ぶのである。

福音の原則を活動的にしなさい

人は実践 したことを習得するということを頭において，教

師は日曜学校のクラスで教える時，彼の教える原則が生徒の

その後の山週間の生活に直 ぐ現わせるものにしなければなら

ない。教師は４５分のクラスを司会することだけで義務を遂行

することはできない。教師は生徒が生活の中に福音の原則を

活用するのを助けていなければならない。

教師が抽象的な道徳の原則を生 きた状況に転 じた時はいつ

も，学習が促進されることを私たちは知 っている。私たちは

実践 したことを習得するのである。

９ 月 の 聖 句

大 人 日 曜 学 校

イエ スは言 われ た 「心 をつ くし， 精 神 をつ く し，想 いをつ くし

て，主 な るあ なた の神 を愛 せ よ」 （マ タイ２２：３７）

子 供 日 曜 学 校

「なぜ な らば， よい もの はみな神 か ら出 るか らで あ る」

（アル マ ５ ：４０）
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見
管理 監督会 ロ バ ー ト Ｌ． シ ン プ ソ ン

日 近の，ある夕べのこと，高校生の年代の少女を教えている信仰取

の強い素晴しいＭ ＩＡの教師は，よく準備した レッスンを始

めようとしたが，急にその正規のレッスンをやめて，不道徳のもた

らす悲劇について話すよう 「みたま」に導かれました。 レッスンが

中ばに達した時 教会の駐車場からいらいらした自動車の警笛が聞

えてきました。ついに警笛は止んで，若い男性の乗った自動車は出

ていきま した。このクラスの霊感に導かれた レッスンが終ると，一

人の涙 ぐんだしか し感謝の念に満ちた女性が他の人々の帰るのを待

って，指導者に 「あの警笛は私を呼んでいたのです」と打 ち明けま

した。そしてその女性はこう言いました。 「私は今晩を最大の夜に

しようと決めていました。そしてあの警笛は準備が全部揃ったから

彼は待っているという合図で した。あなたが言われた事とあなたが

話された態度で，私は人生で最も重大な過ちから救われました。私

は今晩の事を決 して忘れません。」

丁度 ６年半前 ブラウン副監督と私は，マッケイ大管長が新しい

管理監督に，非常に大切なチャレンジを述べ られるのを，一心に聞

いておりました。中で もバンデンバーグ監督の主な責任は，数千の

全世界の若い男性に対するものであるとの指示を受けました。それ

から非常に明白な指示が，生きた予言者の口から聞かれました。彼

はこう言いました。 「監督 あなたは同じ年代の女性にも，同 じ位

大きな関心を持たなければなりません。」

６年半前の断固としたしかし優 しい指示の精神をもって，私は若

い女性の皆さん 目に星の輝 きを，心に大いなる希望を持ち， し

か しあまりにも多くの場合，目まぐるしく動き，気短かで変転 して

止まない社会の中にあって，心を定めることがむつかしい若い女性

の皆さん，今日話を聞いている皆さんに率直にお話 しすることにし

ました。私は心に熱い祈りをもって，また皆 さんがた若い女性が心

を柔らげて皆さんの希望，夢，抱負の世界に私の訓戒を入れて考え

て下さるように，そして私を友として，皆 さんの幸福，福祉に深 く

関心を寄せている者として受け入れて下さるよう祈りながら，私の

主題に入 っていきたいと思います。普通の若い女性はみな優しい事

柄，愛の事柄，霊の事柄 そうです，将来お母さんになること，

忠実なそして永遠にわたるつれあいとの生活 それに優 しく愛ある

天の御父の娘にだけ与えられる神聖な委任についての霊的な考えに

ついてまた心に溢れる永遠の しかし捕え難い希望を成就させること

について，関心を寄せています。もちろん私もそうです。あなたが

たはあまり遠 くない昔，天父なる神の御前を去る時に，この委任を

個人的に神から受けたのです。

前に私は一人の女の子がこう言 うのを聞きました。 「私は何なの

でしょうか。私は呵の役に立つ の でしょうか。」さて，…つの重要

な点は，あなたが最終的な況福を受けるにふさわ しいかどうか試す

ため，天の父なる神から割り当てられてこの地上にいるということ

です。聖典の言葉によれば 「これによりて彼 らを試 し，何にてもあ

れ，主なる彼らの神の命じたまわんすべてのことを彼 らが為すや否

やを見ん。」この聖句の中で天の 父 なる神は， この地 上 に来 るた

め，試験に通らなければならないことについて言っておられます。

あなたがたはこの試験に通ったのです。あなたがたは既にひいでる

能力を示したのです。続いてこの生涯に私たちが成す働 き につ い

て，主は従順であることを証明した人は全て 「とこしえに栄光をそ

の頭に附け加えられん」 （アブラハム３：２５～２６）と素晴 しい約束

をしておられます。

神の家は秩序の家です．そ してあなたはその秩序と計画の一部と

して，個人的なそして直接の委任によってここにいるのです。あな

たは神の形にかたどって創造されたということが大切です。 「……

神は自分のかたちに人を創造された。すなわち，神のかたちに創造

し，男と女とに創造された。」（創 １：２７）あなたはこの簡単な真理

を知って，理解 していることは呵と幸いなることでしょうか。 この

世で比較的わずかな人 しかこのことを受けいれていません。あなた

が神の一部であること，個人的に神があなたの霊の父であること，

あなたの内には神か ら授かった力があることを知 って，あなたの考
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え，行いは全て高い水準になければなりません。この神から授かっ

た力によって理論的に思考する力，考える力，管理 し永遠の光栄を

得る力が得られます。 しかしこれは神の条件，神の正義の条件に合

ってのみ起るのです。

「私は何なのでしょうか
。私は何の役に立つ ので しょうか。」と

んでもありません。あなたやあなたのような若い女性がいなければ ．

生命は終りをつげ，神の大きな計画の基いが挫かれます。

若い女性の中に，創造の潜在力，以前に神に創造された霊に地上

の体を与える力があるということを知って，感激しない女性がある

でしょうか。死すべき人は誰もこれ以上に大きな栄誉を持つ ことは

ないのです。あなたは生命を永続させる過程において，天父なる神

と協力することになるのです。この考えは非常に大きな力を持って

います。神 と協力する決心をしようとするならば，．あなたにある最

善のものを活用 しなければならな くなります。あらか じめ考え，計

画しなければなりません。決 して衝動によって してはいけません。

この神聖な過程を踏むには，ふさわしい人でな くてはなりません。

ごく最近私たちの家族は新 しいラジオを買いました。私たちは皆

早くつけてみたかったのですが，家族の一人が ラジオについていた ．

説明書に太い字でこう書いて あ る の を見て，皆の注意を促 しま し

た。 「ラジオ を つ け る前にこの説明書の注意をよく読んで くださ
の

い。」私たちはまず間違 った電源にさし込むと，多額の損害を受ける

ということを知りました。 うまく操作 して長 く使用 し，このラジオ

を楽 しむため大切なことが他にも幾つかあることがわかりました。

あなたの生活にとって大切な教えが，長年にわたる歴代の予言者

によって与えられています。 もし幸福 と成功を望まれるな ら，これ

らの教えを理解 し，実践しなければなりません。人の命は１万 ５千

円のラジオより値 うちのないものでしょうか。ゲームをしようと思

えば規則を知らなければなりません。 もしあなたが特定の祝福を望

むなら，あなたはその祝福の基づ く律法に喜んで従わなければなり

ません。 （教義と聖約 １３０：２０～２１参照）

私たちが暗闇の中を模索して時を過すようには決 して意図されて

いません。予言者はこれまでに出版された中で，最も優れた訓戒の

手引書を私たちにくださったのでした、聖典の中に私たちは道 しる

べを，人生の規則を，またあらゆる問題の答えを見 つ け る ことが

できます。次のように記 されています。 「示現がなければ民は減ぴ
Ｍ

る。」（箴言２９：ユ８訳英文通り）

若い女性の皆さん，あなたがたの示現はどうですか。示現は知識

な くして受けられますか。ゲームの規則を知 らないで， うまくゲー

ムができ，規則に従ってあなたの能力を最大限に生かせると期待で

きますか。皆さんについて神がどうお考えであるかお教えしましょ

う。もしあなたがいつの日か神の霊の子供たちに，肉体を与えると

いう神聖な義務を負うとするなら，あなたの個人的な健康上の習慣

はできる限り完全でなければならない， と私は思います。アルコー

ル飲料とタバコは主から禁じられています。タナー副管長はこのこ

とを非常に明らかにされました。

私たちは皆適切な食物を食べ，十分休息をとり，カー杯働かなけ

．ればなりません。虎 だ社交上受け入れられるだけのために，良い健、

康と健全な心に有害なこれらのものを食 し，その間神の協力者とし

て健康な体を備える義務に背を向ける， というのは私の考え方によ

れば，言いわけのたたないことです。

このことがどれ程大切で挙るか一つの短い例をあげますか ら，一

緒に考えてみましょう。若い女性の皆 さん，早産の内，死産の率は

喫煙していた婦人の問では，普通の人の４倍だという，．最近の調査

結果を．ご存知ですか。そうです，女性の皆さん ４倍なのです。

神がこう言われたのも当然です。 「あなたがたは神の宮であって，

神の御霊が自分のうちに宿 っていることを知 らないのか。

もし人が，神の宮を破壊するなら，神は そ の人 を滅ぼすであろ

う。なぜなら，神の宮は聖なるも．のであり，そして，あなたがたは

その宮なのだからである。」（コリン ト前３ ：１６～１７）事実神の勧め

を無視 して私たち自身を滅すのは私たちなのです。

「ただ
乳主にあっては，男な しには女はないし，女なしには男は

ない。」（コリント前１１１１１）このように神は昇栄の機会を均 しくさ

れたのです。これは丁度 ２＋２＝４と同じように真実なのです。永

遠の真理です。 これは変ることがありません．

皆が新しい道徳について話 しています。神の道徳の規則から離ｉれ

るものは，どれも神の目に受け入れられません。神はきの うも，き

ょうも． とこしえまで変 りません。私たちの幸福のたあの神の御計

画も同様に変ることがありません。 この前提の下では，人をだます

人間に主唱された新しい不道徳はあるかも知れませんが，新 しい道

徳というものはあり得．ません。ただ敵だけが，無知で誤 って導びか

れた人，それから疑わしい仲間とうき合う危険を犯す人をいつもわ

なにかけようと，たえずた くらみを企てているのです。

気高い心を持って生まれた若い皆さん，あらゆる偽 りの父 あ

なたがたの堕落を最大の勝利と老えているあの偽る者に敗れてはい

けません。がまんできないようではいけません。忍耐について言え

ば，つい昨年のこと，南カリフォルニアの一人の信仰の篤い女性に

次のような困った問題がありま した。ジムはす ぐにもヴェトナムへ

出かけるところで した。彼は出かける前に結婚しようと強 く押 しま

したが，．彼女が夢見ていた型の結婚ができるようにするためには，

ある特別な問題を克服 しなければなりませんでした。彼女は彼を愛

しており，結婚 したかったのですが、彼女の素晴しい両親は，本当

に知るたあに３カ月の交際は最低どうしても必要で，不十分な位だ

と譲りませんで した。ついに待つことに決まりました。

彼がヴェ トナムにいたその後の１２．ヵ月間に，彼らが交わした文通

は非常に立派なものでした。彼らの愛は成長しました。デイ トをし

ていた時の軽い内容の会話には見られなかった事柄を，手紙で話 し

合う力を二人は知りま した。今彼は帰っています。私は彼 らの互の

愛が主の家で結び固められ，今年の末までに彼らの最初の子供が生

れ，また一つの素晴しい家族単位が昇栄と永遠の生命へ向って立派

に進んで行 くことをお知らせできるのをうれしく思います。

若い女性の皆さん， 「この一回だげ」とか 「皆しているから」と

言 う女性に幻滅の大道がた くさん待っています。このような言葉に

覚えがありますか。また別のよく聞 くわなはこのようなものでず６

「もし君が愛しているのなら，する筈だ。」ただ口で愛をよそおい，

実は単に短い時間の利己的な肉欲と動物的な満足を満たすためにあ

なたを利用 しようどしている，口のうまい者のために，全ての良い

もの，真実なもの，神聖なもの，それは愛する者と教会の指導者の

信頼，そしてあなたのよい名前と個人の尊厳を含めて，全てを棄て

て しまう皮肉を想像してみて ください。若い女性の皆さん，素晴 し

い状態でいて ください。 もしこれまでに間違いがありましたら，正

して ください。その決心は今からする決心の中でも最善のものとな

るで しょう。主はす ぐにも手伝ってくだ さろ うと待っておられま

す。主はこう言われています。 「見よ，わたしは戸の外に立って，

たたいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら，わた
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しはその中にはいって彼と食を共にし，彼もまたわたしと食を共に

するであろう。」（黙示 ３：２０）

しかしあなたがまず行動 しなければならないことを覚えてくださ

い。戸を開けなければならないのはあなたです。主はそこにおられ

るでしょう。そしてひょっとした ら，準備 していた レッスンを変え

るよう促された信仰の篤い教師の姿をとっているかも知れません。

そして彼に答えて次のように言うのは，あなたであるかも知れませ

ん。 「ありがとう。あなたが言われた事とあなたが話され た 態 度

で，私は人生で最も重大な過ちから救われました。私は今晩の事を

決 して忘れません。」

メロく ロ

皆で話し合おう 義 務 と 責

「私はいつか教会に戻るかも知れません
。 しかし今は教会に行 く

よう迫る圧力からも，行く義務からも解放 されて，非常に嬉 しいか

ら，しばらく自由を味わ お うと思っています。」こう言 っているの

は体重８６キロのハンサムな，人に好かれるグレンであった。

大学を卒業した２３歳のグレンは，元気で可愛いロー リと結婚 した

ばかりで，発展しつつある商社に最近勤務するようになったところ

である。 「何年も私は，．お父さんの教会の地位のために，教会に出

席 し，いろいろな教会の割り当てを引き受け，また什分の一を払い

た くさんの事をするように圧力を受けてきました。今私は自分でや

っていますから，教会と教会の責任から休みが欲 しいのです。もし

私が行けるようになりましたら，私は戻ります。」

グレンは解放されたような大きなため息をついて椅子にもたれて

すわった。彼にとっては，長い間いやいやながら負ってきた大きな

荷物をおろしたように思えたのであった。

しか し，私はグレンと彼の家族を長年知っていた。グレンが説明

なしに言 った言葉を受け入れることはできない程，長年知 っている

のである。「グレン，それはおか しいよ。」私は言った。

「私には君のお父さんが，棍棒を持って君の上に立っていて，教

会に行かせる人のようには見えなかったけれどもね。」

「もちろん，父は棍棒を持って私の上に立っていた訳ではありま

せん。」「彼は一度でも君を無理に教会に行かせた事があるかね。」

「それはなかったと思います。 しかし私たちは教会に行くように

期待されていました。」

「行 くように期待されていたとは，どういう意味だね。」

「私たちの家にあったのはただそれだけで した。皆が教会へ行き

ました。そして実際集会があると，私たちの家族は必ずそこにいる

ものと見なされていました。私はもう十分行ったから教会に行かな

くてよいと思 っています。」

「君は教会へ行 って楽 しくはなかったのかい。」

「もちろん楽 しかったと思います。 しかし私はいつも行かなけれ

ばならないのが嫌だったのだと思います。」

「それごらんなさい，行かなければならないと言いながら，本当

にそのつもりではなかったのでしょう。」

「私の言おうとすることがわかるでしょう。少 くとも今私は独立

していて，教会へ行 く義務も，他の何をする義務 も感 じな いので

す。」「グレン，あなたのお父さんはなぜ教会に行き， ワー ド部の監

督としてあのように時間を使っていると思いますか。」．

「父は義務づけられている感じを受けなかったので しょうか。」

「誰から義務づけられていると。」 ’

聖

皆さん；素晴 しい女性を神は愛 しておられます。あなたは神を引

き下げてはいけません。あなたには神を協力者として達成すべき特

別な働きがあります。その特権に適わしくあってください。若い女

性の皆さん，私は最後にこの事を申し上げたいのです。神権は信仰

の篤い女性の伴侶がいなくては，最終の目的を達成することができ

ません。どの女性にも家庭の長に適わしい神権者の伴侶がいなけれ

ば，最終的な目的を達成できません。この事があなたの変らない目

標 となりますように，主イエス ・キリス トのみ名によってお祈 りし

ます。 アーメン。

任 医学博士 リンゼイ Ｒ カーテ，ス

「ステーキ部長か らだと思います。」

「もう一度考えてごらん。」「はい 主からです。」

「それでは君は，結婚して自分の家庭を築き始めて，そして両親

の下か ら離れて住むようになって，急に主から課せられた義務が全

部解かれたと思うのですか。この義務という言葉を責任 という言葉

に置き換えた らどうだろうか。私たちの責任が急に解かれるような

状況の変化というものがあるのだろうか。

グレン，君も知っているように，私たちは小さい時，両親は時々

私たちの責任を自覚させるために小さな圧力を使わな．ければならな

い時，時には平手を使っ・たり，小さな柳のむちを使わなければなり

ませんでした。しなければならない仕事，従わなければならないあ

る規則，私たちの行動のための教訓などがあります。私たちが大き

くなるにつれて，私たちはこれらの規則が必要なことと私たちが従

順でなければならないことがわかりますから，圧力はもう必要でな

いと望むようになるのです。法律を破る者にとって警察官は，悩み

の原因，何か恐いものとして受けとられます。 しかし法律を守る者

にとっては，保護者として，友人として，また私たちを見守 ってく

れる人 として受けとられます。

「あなたはお父さんが正 しい原則を教えで くれたことや，行 くべ

き道を示 して くれた ことに対して，しかも強制によら参 か った の

に，反対 しようとしているのですか。あなたはそれとも悪い見本を

見せてくれた方がよかったと言うのですか。」

「いいえ
，あなたは本当にものごとを裏返し にする人ですね。」

グレンは不愉快に椅子の中で身をねじった。

「そうですか。私は実際 これ らの事の幾らかでもまっす ぐにしよ

うと望んでいたのです。考えてごらんなさい。あなたのお父さんは

あなたが自分の家庭を築き始めたから，現在あなたに関与しようと

もしていないのですよ。 しかしあなたは決して天の父なる神の権限

から逃れることはできないのです。もしあなたが神に対するあなた

の責任を無視できて，尚そのことについてかまわないなら，それも

いいでしよう。 しかし君が平気でおれるとは思えないね。事実神の

影響を逃れることのできる場所は地球上にありません。また天にお

いても逃れる場所はないことがわかります。」

グレンは考え込んでいるように見えたので卒１ま待った。す ぐ彼は

言 った。「私は全てを父にかぶせ ていた よラで した。私は父が本当

に好きです。そして私は彼の模範に感謝 しています。私はいつも父

が誇りだったし，父の主に対する献身も誇 りで した。あなたが言っ

たことは全部その通りです。 日曜 日私はきっと自分が していなけれ

ばならないと知っていた通りにしましょう。」
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界中を通じて系図の活動がさかんになっているように

世
見受けられる。系図，歴史，あるいは記録の保存に関

する新 しい組織が毎日この地上のどこかに誕生 している。全

地の人口は，過去の人々が誰であり，どこから来たか知ろう

として， この大切な仕事に注意を向けており，過去の物語を

ひも解いてゆくことに喜びを感 じている。

全世界を通じて，私たちの祖先について の研 究，その生

活，その家族，そしてその経験について探究することほど，

魅力的な研究はない。たくさんの人々が，この研究に興味を

持ちそ して熱心に取 り組む時；記録を集あ，保存する組織は

増えている。この新しい情報の貯えがあるお蔭で，人々は数

年前にはなかりた，また人々はないと思っていた記録を見つ

けている。古い記録はその数がふえるにつれて，保存に必要

な事が らがますますこと細かになってくる。

数年前は系図協会に系図を探 したいと希望 して来る訪問者

は，わずかな人数であったが，今日探求を助けて欲 しいと来

る人は，直接来る人，手紙で依頼 して来る人，合わせて数百

人にも達 している。全世界を通 じてこの同じ精神が人々の心

を把えており，エライジャの霊が彼 らの心に働いているので

ある。

私 たちはこの活動が世界的規模で行なわれてい る の を 見

て，今世界で何が起 っているか全ての人々にわか ら章る最も
ぽ

よい方法は，彼 らを一堂に集め，彼 らの問題について話 し合

系図

い， どのようにすれば，一緒にこれ らの問題を解決できるか

について，意見 と提案を交換することであるとの結論に達 し

た。

よ く老慮 し話 し合った末，系図協会の評議員会は，協会が

主催する世界的なセ ミナーあるいは会議を開いて，世界各地

の人 々に出席するよう招待 し， これ らの重要な事柄について

聞き，話 し合 うことができるようにしようと提案 した６私た

ちが１９６９年に迎える７５週年記念に結びつけて，これを行うの

は時宜に適 ったことのように思われる。系図協会は１８９４年１１

月に公認の機関として組織 された，そしてそれ以来，世界最

大の系図図書館 として知 られるまでに成長 してきた。 このよ

うな重要な会議を開 くに当って，二つの記念すべき行事を共

に持つことができると考えられたのである。，

系図協会がこの会を主催するのは，非常に大きな仕事であ

ると思っている。従って私 たちは，１９６９年に盛大な記念祭を

開 くことができるよう，個人，各組織，政府の機関，その他

に協力を要請 している。私たちは四分野における世界のす ぐ

れた指導者に，アメリカ合衆国ユタに一堂に集まっていただ

き， この重要な会議に出席 した全世界の人々に，彼らの知識

と巾広い経験を提供 していただくよう計画 している。探求を

要 し，十分説明されねばならない四っの分野は，相互に関連

しているように思われる。私たちは記録あるいは記録の維持

に携わっている人 々が全部含まれるホ う計画 している。この

中には記録保管者，図書館員，歴史家，そして系図学者が含

まれる。

この行事を計画するための委員会が開かれている間，一般

市民，図書館，政府の機関，その他がこの会議に出席を計画

される，よう私たちは希望する。世界の指導者から非常に多 く

の内容が話され，提供 されることになるから，出席できる入

はみな大いに啓発され，この四つの重要な分野における新 じ

い方向を得て，帰 ることができることになろう。

この会合の期 日は１９６９年 ８月 ５日か， ８日までに決定され

た。多 くの国家の政府の高官が出席なさるよう招待されるで

あろうし，多 くの人が総会とそれに続 くセ ミナーや会合に参

加するよう個人的に招待されることになろう。 このような会

合を開 こうとしている系図協会では，このセ ミナーに出席す

るため遠い距離を旅 して来る人々は，彼らがこれまでに出席
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したごとのある他のいかなる会合よ りも多 くの情報，知識そ

して動機づけを受けなければならないと感 じている。 この事

を頭において私たちは，１９６９年にアメリカ合衆国ユタ州ソル

トレークシティに来た全ての人が，努力と経費を費やす価値

があったと感 じて帰ることができるようにしようと，この企

画の計画 と実施に，私ちた自身と時間を捧げてきた。

方法決定１こ大きな影響を及ぼすに違いない。そしてこのこと

は祖先の記録がどこにあろうとも，その記録を捜すのを助 け

ることになろう。私たちはこう信 じている。記録が最終的に

集められて活用 されると，世界の殆んど全ての人々が，いろ

いろな国々の間で幾 らか関係のあることが，わかって来るで

あろう。

系図の将来にこれはどんな影響を及ぼすだろうか。世界の
パ

ヨヒ ゆ

指導者が集まって世界の全ての個人の必要としているもにつ

いて話 し合えば，全世界の国々の間に平和と意義をもたらす

私たちは一人でも多 くの人が，１９６９年の世界会議に出席す

ることができるよう，心から希望 している。 この会議につい

て何か質問があれば，系図協会まで問合わせて下さい。

わ い せ つ な 出 版 物 の 害 悪
１

連 邦検察 局 局長 Ｊ．エ ドガ ー ・フ ー バ

いせつな本や雑誌の出版 と販売は，今日世界で大きな

わ 商売とな
っている。性的１と挑発 しようとする堕落 した

写真やわいせつな文書が殆んどの町や村で売 られており，貧

欲で，きたない業者は毎年数百万の純益をあげている。

敏感な１０代の青少年に与える害は，はかり知れないし，わ

いせつな文書が原因になって引き起 された性犯罪の数は見積

ることができない。その影響は非常に大 きい。性的犯罪の件

数は驚 くべき速度で増加 している。多 くの親は子供を性的パ

ーティーとか不法な関係に引き込む状態に深 く憂 慮 して い

る。どの刑事上の犯罪であっても，その増加の原因を正確に

測る公的な判断の標準１まない。 しかし私たちは現実に直面 し

なければならない。わいせつ文書はどんな形であって も，性 Ｆ

犯罪的精神異常，性的倒錯の主な原因である。

私たちの社会は，高潔と廉潔から不道徳乏堕落に向って向

きを変えるほど，邪悪なものになっているのだろうか。私た

ちは道徳的に失墜．して，行為と礼儀の原則を低下 させている

のだろうか。私たちは不正に対する正，悪に対する善の簡単

な教えを放棄 しているのだろうか。

私たちの周 りを見てみよう。出版界，演劇界，娯楽の世界

を見 ると，出版物や演出されるものの良い啓発的なそして教

育的な特質は，わいせつなもの，俗悪なもの，そして近親相

姦や同性愛にあま りに重点がおかれるため，影がうすれてい

るのではないだろうか。多 くの人がその通 りだと信 じて い

る。 しかし，映画， トランプ，漫画，ペーパーバックの本や

写真の形で国中に溢れているわいせつな本の流れ に 比 べ れ

２４

ば，これ らの媒介を通じての合法的な作品はまだ穏やかなも

のである。若い人々や好奇心の強い思春期の青少年の手にこ

のようなわいせつなものがあると，言い尽 されない破壊 と悲

しい結果が招来される。

私とこの危険な問題について話 し合った警察の高官は，み

だらな，わいせつな文書が性犯罪に積極的な役割を果 してい

ると卒直に言った。起る事件毎に性犯罪者は，その場に，あ

るいは自分の所持品の中にわいせつな文書か写真を持ってい

る。 このような状況の下では，強姦がふえていることも不思

議ではない。

国内に出まわっているわいせつな文書の販売と商売に抗 し

℃奮闘が行なわれてはいるがまだ明らかに不十分である。健

全で効力ある法律が必要とされているが，法律が既にある所

では強力に実施されなければならない。多 くの法廷は，その地

域社会の道徳水準によって，わいせつ問題を裁 くようである

から，公衆は地域社会の道徳水準を上げる決定的な役割を果

たすのである。わいせつな文書が発見されれば，それを摘発

して，市民は然るべき当局へ訴えるべきである。郵便でわいせ

つな文書が送 られることがあれば，郵便局へ知らせるべ きで

ある，市民が卒先 して，違反者と協力 して起訴すべきである。

わいせつな出版物は確かに害悪である。 しかしこれは不必

要な害悪である。もしわいせつ文書による不正の利益が，わ

いせつなものを扱 う商人に対する厳しい罰に転 じたら，’この

害悪は克服 されるだろう。

（連邦検察局 「法律施行会報」より許可を得て転載）



伝道部長 メッセー ジ

伝道 部長 メッセー ジ

「汝 らわ が言 うところを行 わば， 主 な るわれ これ

に対 して責 任 あ り。 され ど， 汝 らわが言 うと ころを

行 わず ば汝 ら何 ら約束 を受 けず 。」

主 は教義 と聖約 において， この よ うに私 た ちに語

られ， また同様 の数 々の言 葉 の 中で， この約束 を な

さ って お られ ます。 しか しなが ら私 た ちの どれだ け

多 くの ものが， 主 がな さった約束 を本 当 に信 じて受

け入 れ てい るで しょ うか。 「汝 らわが言 う ところを

行 わば， わ れ これ に対 して責任 あ り」 とい う言葉 は

なん と私 た ちに力 を与 えて くれ る ことで しょう。

も し私 た ちはみな， ひ と り残 らず宣教 師 で あ りた

い な らば，天 父 に よ く従 って生活 しな けれ ば な らな

い と私 は思 い ます。

私 た ちは この世 で なすべ き事柄 を指示 して くれ る

「みた ま」 に従 って生 活 しな ければ な りませ ん。 私

た ちを導 きた もうその声 に しば しば耳 を傾 ける必要

が あ ります。

お そ ら く，私 たちが誰 れ にで も言 え るイ エ ス ・キ

リス トの福 音 の最 も偉大 な メ ッセー ジは， 私 た ちの

言 葉 あ るい は多 く語 る ことに よ り伝 え られ る もの で

は あ りませ ん。 「私 は他 の人 々に話 す ことがで きま

せ ん し， 福音 を説 く才能 が あ りません 。」 と多 く の

人 々は言 います。 これ は本 当か も しれ ませ んが， も

し私 た ちが イ土 ス ・キ リス トの福 音 に生 き， 模範 的

ウ オ ル ター Ｒ． ビ ル ス

な生 活 をす るな らば， 日頃 の どん な説 教 よ りも偉大

な教 えを与 え る ことにな るので あ ります。

多 くの人 た ちは， 自分 た ちが会 った り， 親 し くな

った あ る人 の行 い に， 深 い感銘 を受 けた ため に， 福

音 の計 画 の第一課 を受 けた り， 紹介 を求 めた り して

ま い りま した。

そ こで世相 が不 安 で，落 ち着 か ない この時代 に お

い て， 私 た ちが この世 で得 られ る最 大 の喜 び は， 天

父 に よ く従 って生 活 す ることに よ って得 られ るので

あ ります。 私 た ちは毎 日の祈 りに おいて， も っと真

剣 に祈 り， 主 に近 づ か なけれ ばな りませ ん。 も し私

た ちは，主 が戸 口を叩 かれ る時， 私 た ちの家 が秩 序

の 中 にあ るよ うに， 日々大 いに努力 して生 活 す るな

らば， これ以上 の喜 び と幸 せ を この世で得 る ことは

で きな いので あ ります。

私 たちが主 の御 前 に約 束 を守 り， イエ ス ・キ リス

トの福音 を実 践 す る時 に，真 に数 々の祝 福 が次 々と

もた らされ るで あ りま しょう。主 が お与え にな った

誠 命 を守 る時 に， 私 た ちに注が れ る祝 福で， 私 た ち

の器 は満 ち あふれ るに ちがい あ りませ ん。

主 が私 た ちを抱 き， 「良 い忠 実 な し もべ よ， よ く

や った」 と言 って くだ さる以上 に大 切 な ことは他 に

は全 くない のであ ります。
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、
一 ユ ー ス ・コ ン フ ァ レ ン ス １ 日 目 一

観戦中のベンソン長老，ピルス伝道部長，渡辺副伝道部長

楽 しかった

ユ ー ・ス ・

コ ン フ ァレ ン ス

北 は北海道，南 は沖縄 と日本全土か ら若 くて

た くま しい兄弟姉妹 たちが集 い第一回ユ ース

・コンフ ァレンスか ８月 ８日か ら４日間東 京

で開かれた。

この大 会を成功 させ よ うとす る皆ん なの働 き

と祈 りかかなえ られ，十二使徒 のベ ンソン長

老 も参 加 され素晴 らしい大会 となった。

この楽 しかったコ・一ス ・コンフ ァレンスを も

う一度写真 で追 って みま しょう。

北支部における歓迎会でベンソン長老に花びんが送られた

田中良一兄弟 （岡町支部）の力強い選手宣誓

講掘

脚難

範鍵ぎ二・臓 霜』’聯 灘轟 ζご踊

卓 球 の 試 合 風 景

表 彰 式

第 １日が終 り地方の会員たちは京浜地区の家庭に泊る

２６
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，鵜

澱

歓迎会において各支部よりうてをきそって作られたものをき

そって食べる兄弟姉妹
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ウ

「結婚」をテーマに熱弁する弁士

「泣いた赤鬼」の一場面 （北海道地方部）

「ききんの断片」の一場面 （東中央地方部）
サ

第 ２日は日本青年館に宿泊

音楽コンテストて歌う沖縄の聖徒たち

鑓

懸

卸 醜 ．

卸

藩建醗

＿瓢

諮羅
隊護

霧

「泣いた赤鬼」の一場 面 （西中央地方部）

宿泊をてきぱきさばく担当者たち
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覧

十 二 使 徒

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン 長 老 来 日

８月 ７ 日極 東地 区を担 当 され るベ ン ソン使徒 が 羽 田空港 に到着 された。 ユ ー ス ・コンフ ァ

レンスへ の参加 を願 って いた会員 た ち は喜 びに満 ち空港 に出迎 えた。

欝 ，無蕪鵬熱 ¢

￥

幾～・響

纈

盤

難

ベ ン ソ ン 使 徒

ユース ・コンファレンス ３日目

午前 はバ レーボール試 合 午後 はマスゲーム

到着されたベンソン使徒を囲んで

夜 はダ ンスフェステ ィバル と楽 しい雰 囲気 のもとで プログラムが 運 はれ た。

バレーボール熱戦風景

饗 灘 響

撫

アイヌの正装をした北海道の兄弟姉妹

聾
雲轍

難

木曾節を踊る西地方部の兄弟姉妹 たくさんの兄弟姉妹によるマスフォーク ・ダンス

ユース ・コンフ ァレンス４日目は豊 島公会堂 にお いて証詞会が開かれ，た くさんの若 人が力強 い証 を された。
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岡崎伝道部長 ご家族来日

９．月 １日よ り西 中央 ・九 州 ・沖 縄地方 部 を担 当 され る岡崎

日本沖縄伝道部長は ８月２０日午後羽 田空港へ到着 された。

会員たちの出迎えを受けられたご一家は，伝道本部で ビル

ス部長 と会 合 し， ２３日会員 たちの待 つ大 阪へ 向か われ た。
岡崎伝道部長ご夫妻

自 閲 ｒ

癬駿
巽 メ

囹コ

鶉

霧
１欝 讐

羽田空港で会員たちと共に

口ｏ ロロ

∵ 豫
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課 ｛屡竃蛸

蒙縫 霧

，雛 ツぎ ㌶

日本地図を東西二つに分けて記念撮影の両伝道部長ご夫妻
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歪
墾

私はアロン神権業績証明書を

受けられますか

私は１６歳の祭司です。聖餐会の出席率は８５％，日曜学校の出席率

は８０％，私はＭ ＩＡの管理会長てすのてもちろんＭ ＩＡは １００％，

教会の仕事は一生懸命やっているつもりです。私は業績証明書を受

けたいのてすが受けられますで しょうか。またとうしたら受けるこ

とができるか教えて下 さい。また業績証明書とはどういうものであ

るかくわしく教えて下 さい。

それでは業績証明書 とは何か説明 しましょう。

１ アロン神権業績証明

毎年９月 １日から翌年 ８月３１日までを期間とします。 この賞を

受けるにふさわしい人の推薦状は彼かこの目的にかなった立派な

人間であるかとうかを決めるため監督が面接して決定します。業

績証明はこの時の霊的状態と重要性をかね合わせて一年に一度若

い人 （１２歳以下のアロン神権者）に与えられます。

また業績証明を受けるために次の事柄にあっている必要があり

ます。

２．業績証明の条件

執事

ａ）道徳的に肩い生活を送 る。

ｂ）乱暴で下品な言葉は使わない。

ｃ）知恵の言葉を守る。

ｄ）代分の一を払う。

ｅ）一年間に神権会，聖餐会，日曜学校に３６回以上出席する （５

月 １日以前に聖任された会員は７５％）

ｆ）一般大会に年４回出席する。

９）神権会の責任を４８回以上行なう。

ｈ）公的な演説を１回以上する。

１）福祉計画または定員会奉仕活動に６時間以上参加する。

ｋ）断食献金を集める。

１）読書課程 と暗記聖句をおぼえる。

なお，教師，祭司は，この他に最低８ケ月以上ホームティーチ

ャとして会員の家庭を訪問するなどの条件が加えられる。

以上の事柄を守っていれば業績証明書を受ける資格が与えられま

す。

この業績証明書は上記条件を満たした優秀なアロン神権者に与え

られる一つの賞である。この賞によってよりいっそう信仰生活を充

実させ証詞を強めることがてきるよう望まれる。

支部の支部長や主事は一人ても多 くのアロン神権者がこの賞を受

けるよう，またこの賞に興味をわかせるようはげまし，指導すへき

である。

２９
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いつ ，何 を許 すべ きか

リチ ャ ー ド ・Ｌ ・エ ヴ ァ ン ズ

「賢 明に なる方法 は何 を許 すべ きか を知 るこ とであ る」 どウィ リァム ・ジェーム ズ

は言 っ た。 友人，愛 す る人，仲 間づ きあいの ない生活 はあ ま りに も空虚 な もの に違 い

ない。 しか し人 は不完全 なるがゆ えに，交 友関係 も決 して完全 ではな い。

わ れわれは人 々 とつ き合 う時，彼 らの不完全 を承知 でつ き合 ってい る。しか し不完全 を

強調 しす ぎる と不愉快 ，不幸 ，幻滅 を感 じさせ る。 これは結婚 にお いて も， また家庭 ，

家族 ，友 人仲間， 人生 のあ らゆる人 間関係 にお いてそ うであ る。 また人生 の最 も大 き

な教訓 は，人 々 を怒 らせ た り自信 を失 わせ た り， あ るい は私 た ちが人 々に与 える影響

を台な しに した りす る ことな く，人 々の改善進 歩 に役 立つ方法 を学 ぶ こ とで ある。特

に，他 人の前 で正 され ると当惑 し， 皮肉 たっぷ りに正 され る と実 際人 はいつ も傷 つけ

られ る。私 たちの誰 もがなすべ きこ との全 て を，完全 に．はた して いない。私 たちの う

ち誰 もが全 ての徳 を備 え，能 力 を， 完壁 な成 績 を持 って いるわけ ではない。忘 れない

人 は決 していな い。 いつ も予定通 り行 動 し， いつ も定 まった時刻 に食事 をし （いつ も

時 間に間 に合 って到着 し）， そ して いつ も今 来客を待 っ てい るか のよ うに家 を整 え，

いつ も全 ての．もの を同 じ所 にお くこ とので きる人 はい ない。 人 は単 な る機械 では な く，

それ以上 の もの であ る。 しか し機械 です ら理解 をもって扱 わ なければな らない。 また

性能 に誤 ちが あるこ ともあ る。私 たちは皆 自分 た ちの中 に， 許 さなけ れにな らな いこ

とが多 く・あ る。一 そ して また許 しては な らな いこ ともた くさ んあ る。

しか しこの ことにも，時，所 ，方法 を選 んで気転 とお もいや りの心 をもって しなけれ ば

な らない 。人 を委 縮 させ，傷 う け また怒 らせ る ような荒 々 し く無慈悲 で ぎこちない訂正

の しか たではな く，優 し く示 し，耐 え，正 して あげ る方法 が た くさん ある。正 して あ

げ る時 があ り、正 してはい けない時 が ある。 「賢明 にな る方法 は何 を許 すべ きか， そ

してそれはいつ であるか を知 る ことである。

（Ｋ．Ｓ．Ｌ．及 び コロン ビア放 送 に よるテ ンプ ルス クウ まア よ りの スポー クンワー ド。）

Ｆ Ｅ Ｎ 放 送 （８１０ｋｃ） で毎 日曜 日 ８ ：０５～ ８ ：３０ａ．ｍ

まで 、 ス ポ ・一 ク ン ・ワ ー ドと タバ ナ クル

コ ー ラ ス が 放 送 され て い ま す。
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